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 開  議  

 議  長  おはようございます。 

 本日の出席議員は１４人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１「一般質問」を行います。 

 質問の通告があっておりますので、順次発言を許します。 

 ２番 柳雅明議員 

 柳 議 員  おはようございます。 

 質問をいたす前に、１年間延長されました２０２１年９月５日日曜日に終了いた

しましたオリンピック、パラリンピックの２大会についてお話させていただきます。 

 コロナ感染症がまん延し、緊急事態宣言も発令されようとしている中、開催され

ました。いろんな意見が錯綜する中で、無事に終了しましたことはすばらしいこと

だと思っております。 

 また、無観客での開催となりましたけれども、テレビを通じてたくさんの感動を

頂きました。毎競技、毎競技、ドラマのクライマックスを見るようで、ハラハラドキ

ドキの連続でした。 

 メダルを取った選手も、また残念ながら取れなかった選手も、成果を上げるため

にどれほどの努力と苦難を乗り越えて自分との戦いを勝ち抜いてこられたのでしょ

うか。本当にご苦労さまでしたと簡単に口に出せないほどの心境でございます。 

 また、パラリンピックの選手たちは、障がいというハンディにもかかわらず、どれ

ほど練習を積んでこられたのか計り知れないものを感じております。 

 障がい者との共生の社会と簡単に言いますけれども、そのことを実践することは、

健常者にとっても、お互いにとても大変なことで、また、ものすごく重要なことだと

思っております。お互いが思いやり、助け合い、共に共生の社会を築き続けていくこ

とが、これからの私たちに与えられた使命と考えております。 

 最後に、私事ですが、幾度となく目頭が熱くなってしまいました。 

 長くなりましたけれども、これから質問させていただきます。 

 まず第一に、１２歳以上の児童生徒のコロナワクチン接種についてのご質問でご

ざいます。 

 １２歳以上の児童生徒に対する新型コロナワクチン接種は、厚生労働省は、ファ

イザー製ワクチン接種対象者が２０２１年５月３１日付で１６歳以上の者から１２

歳以上の者へと変更されたことにより、同６月１日付で予防接種実施要領を１２歳

以下の者と変更しました。 

 文部科学省では、同６月２２日付で、予防接種を生徒に対して集団で実施するこ

との留意点について、都道府県に事務連絡という形で通知しました。主な留意点と

して、学校集団接種については、現時点では推奨するものではないとしていますが、

適切な対策を講じる場合に限り実施することができるとしています。 

 また、モデルナ製ワクチンも８月に承認されているようです。 

 そこで質問いたします。本町では、どのような形で児童生徒への接種を考えてい

ますか。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 ファイザー社製ワクチンの接種対象年齢が１２歳以上に変更されたことを受け

て、文部科学省は生徒に対して学校での集団接種を実施することについての考え方
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や留意点に関する通知を発出しております。議員さんのおっしゃるとおりでござい

ます。 

 この通知では、学校における集団接種を推奨するものではないとしています。 

 理由につきましては、保護者への説明の機会が乏しくなること、それから接種の

個人の意向が必ずしも尊重されず同調圧力を生みがちであること、接種後の体調不

良についてきめ細やかな対応ができないことが挙げられておるところでございま

す。 

 ワクチン接種を受けることまたは受けないことが、差別やいじめにつながること

がないよう、ワクチン接種は強制ではないこと、それからワクチン接種を強制して

はいけないこと、疾患や副反応の理由でワクチン接種を望まない人やワクチン接種

ができない人がいることなどについて、児童生徒をはじめ保護者の方にも理解を求

めていく必要があるというふうに考えております。 

 これを踏まえまして、教育委員会としましては、ワクチン対策室と協議、確認した

結果、学校での集団接種は実施しないとしたところで確認を取っておるところでご

ざいます。 

 １２歳以上のワクチン接種につきましては、ワクチン接種対策室において検討が

なされるものというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  中野副町長 

 副 町 長  議員ご承知のとおり、ワクチン接種につきましては、対策室で実施いたしておる

ところでございます。私のほうで統括をいたしておりますので、私のほうから回答

させていただきます。 

 まず、ワクチン接種につきましては、ご理解、ご協力いただいておりますことを心

から感謝をする次第でございます。 

 ワクチン接種につきましては、感染拡大防止対策の一つでもあり、今後も継続し

て実施いたしますので、引き続きご指導、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 先ほどからお尋ねの児童生徒へどのような形で接種を考えているのかということ

につきましては、先ほど教育委員会のほうからの答弁のとおりでございますが、文

科省からの通知などを踏まえまして、学校での集団接種を実施する考えはございま

せん。 

 現時点では、町設置での集団接種及び町内の協力医療機関での個別接種というこ

とで考えておるところでございます。 

 以上です。 

 議  長  柳委員 

 柳 議 員  学校での集団接種を考えていないということで、それでは自分で医療機関に受診

して接種するということになると思いますけれども、医療機関で接種する場合の手

続方法とか、接種券の発行の時期についてお尋ねしたいと思います。 

 議  長  中野副町長 

 副 町 長  接種券につきましては、現在１６歳以上の方には既に送付済みでございます。 

 １２歳から１５歳への接種券の送付につきましては、現在、９月１３日の週の発

送予定で進めておるところでございます。 

 １２歳の対象者につきましては、接種日が１２歳になっておるということで、今

後混乱回避のために、まずは今回は９月生まれの方まで発送し、それ以後の方につ

きましては誕生月に毎月発送をするというような予定で考えております。 

 しかしながら、接種期日も限られていることから、ワクチン供給次第ではござい

ますが、別途希望される接種機会を設ける必要があるのではないかとも考えており
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ます。今後、国の通達指導で対応したいというふうに考えておるところでございま

す。 

 いずれにいたしましても、決定次第、速やかに適切な対応を行っていきたいと考

えておりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  ９月１３日以降の接種券の配布ということをお聞きしました。 

 それでちょっと気になるんですけれども、小学校６年生は私立中学校の受験があ

ると思うんですが、試験日が私立の場合は１２月から１月ということで、例えば誕

生月が来ない場合はどんなふうな対応を……、受験するときに接種しているしてい

ないということが混ざっていると、受験会場に入れるか入れないかはちょっと分か

らないんですけれども、そこら辺の対応は今後どんなふうにお考えになるかという

ことが一つ。 

 それから、中学校３年生についても高校受験がございまして、高校受験もそれと

一緒でございますので、受験生の対応というのはどのようにお考えかをお聞きした

いんですけれども。 

 議  長  中野副町長 

 副 町 長  まずは１２歳に達してない方が１２月以降に受験をされる場合につきましては、

今のところ接種日に１２歳に達していないとできないということでございますの

で、今うちのほうでは１１月いっぱいを大体計画いたしております。 

 その後、ワクチンの供給、このようなことを踏まえてどのようにするのか、毎月う

ちでやるのか、それとも医療機関にお願いするのか、その辺は今後検討したいとい

うふうに思います。 

 今回は１２歳以上の方へ９月１３日以降に接種券を発行いたしますので、９月生

まれまでの方については何とか対応できるんですが、その後については、国の指導

等が今後あると思いますので、そのようなことで一応対応していきたいと思います。 

 中３の高校受験生につきましても、また同じようなというか、年齢が達しておれ

ばもうその時点で接種ができるわけですけど、その辺については今後の検討という

形でご理解願いたいと思います。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  受験生は一生に一度のことですので、後で後悔しないような対策をぜひ取ってい

ただきたいと思っておりますので、その点についてよろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 新型コロナウイルス感染症から、今すごくテレビ・新聞等で問題になっているん

ですけれども、子どもたちを守るための安全策についてお伺いしたいと思うんです

けれども、教育委員会からは、学校の保護者の方に、どんなふうな通達を出されてい

るかお聞きしたいと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 まず学校の対策でございますけれども、教育委員会としましては、学校は児童生

徒の学びの保障や心身の影響などの観点から、地域一斉の臨時休業はしないという

方針でございます。 

 具体的な対策でございますけれども、まず３密の回避、マスクの適切な着用、手洗

い、換気の徹底、給食時の黙食などの基本的な感染症対策の徹底のほか、児童生徒や

教職員に発熱などの症状がある場合は登校しないこと、そういうことの徹底、それ

から部活動の制限、それから授業の短縮、それからタブレットの活用などをしなが

ら進めているところでございます。 
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 それから、陽性者が出た場合の学級閉鎖の措置でございますけれども、陽性者が

出た場合は、文科省からのガイドライン、これに沿って学級閉鎖を行うこととして

おります。学校保護者、保健所ほか、関係機関と連携をし進めてまいりたいというふ

うに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  接種の順位としての年齢、特に若年層に対する見直しなんですけれども、これは

家庭内感染を防ぐ必要が大いにあると思っております。 

 また、マスクについては不織布が推奨されております。ウレタンや布マスクは効

果があまり認められていないというようなことで、そういう報道があっております

けれども、その使用についての指導は子どもたちにどのように考えていらっしゃい

ますでしょうか。 

 また、もし子どもが感染症にかかって休校した場合の取り扱い、それから今度は

学校が休校した場合の出席の取り扱い、要するにオンライン教育をどのようにする

のかというところもお答えください。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 まず、ご質問の不織布マスクの使用についてでございますけれども、様々なご意

見があろうと存じますが、教育課としましては、マスクの選定については保護者の

判断にお任せしているというところでございます。 

 それから、もう１点、陽性とかそういったところで学校を休むということでござ

いましたですかね。その方については、基本的には、学校保健安全法１９条による出

席停止扱いになります。出席停止となった場合については、出席しなければならな

い日数から減じられるので、学校に登校しない状況でありましても欠席にあたらな

いといった対応をさせていただいているところです。 

 それから、現在お休みになられている方もいらっしゃいますけれども、この方に

ついては、タブレットを持ち帰っていただいて、学校の授業のライブ配信、そういっ

たもので対応していきたいというふうに考えているところでございます。 

 議  長  中野副町長 

 副 町 長  接種順位としての年齢、特に若年層に対する見直しを行い、家庭内感染を防ぐ必

要があるのではないかというような内容だったと思いますが、この見直しにつきま

しては、子どもたちを新型コロナ感染から守るという一つの案というふうには考え

ております。 

 一方、現時点では１１歳以下の子どもたちへのワクチン接種はできないことから、

子どもたちを新型コロナ感染から守るためには、家庭内感染をはじめ子どもに関わ

る業務従事者等の持込み感染を防ぐためにも、周囲の大人へのワクチン接種を行い

まして、子どもたちへの感染予防を行うという効果を期待されるというふうに考え

ております。 

 先ほど答弁いたしましたように、現時点では希望する１２歳への接種期日の対応

の課題はありますが、接種対象者の８割は１１月までに接種済みになるという見込

み、計画等を立てております。 

 １０月からは希望する１２歳以上を対象に接種予定としておりますので、この中

で、若年層対策を図られるのではないかというふうにも考えておるところでござい

ます。 

 いずれにいたしましても、子どもへのワクチン接種につきましては、先ほど答弁

いたしましたように、本人、保護者などが十分に理解された上で接種を行っていた
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だきたいと思うところでございます。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  マスクにつきましては、やっぱり不織布が一番安全というか、感染しにくいとい

うことですので、ぜひ推奨していただきたい。親任せじゃなくて、通知するとか、努

力事項にしていただきたいと思います。親任せじゃなくて、そういうふうな態度を

取っていただきたいと思いますし、やむなく休校された場合とか、それから学校に

行けない場合、オンライン教育の場合は出席扱いというふうな報道もあっているん

ですけれども、当町はどんなふうに考えていらっしゃいますか。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 出席扱いとさせていただきたいと思います。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  １２歳以上のワクチン接種についての質問はこれで終わらせていただきたいと思

います。 

 続きまして、幹線道路沿いにおける流通業務についての質問をさせていただきま

す。 

 幹線道路の沿線等における流通業務施設等についてでございます。久留米筑紫野

線の拡幅工事が進行して、本町もいよいよ大型の開発申請が次々と出されることが

予想されます。高速道路、インターチェンジに至るまでの距離を考えますと、大型流

通施設等が設置可能な地域と考えます。 

 今後、筑前町内に流通業務施設等や大型商業施設などのための開発行為または建

築行為の用に供される施設を指定区域内に認可する場合に、これからの対応につい

てお尋ねいたします。 

 大型開発に対する本町の法整備、現時点での法整備ですけれども、これは平成３

１年にされていると思うんですけれども、それで十分なのかをお尋ねいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 町としましても、当幹線道路沿線は新たな産業拠点の位置づけと考えております。 

 大型開発に関する対応でございますが、平成２８年度に改正しました町の開発指

導要綱、または３,０００平米を超えます県開発は、都市計画法第３３条の技術基準

に基づきまして、町を経由して県が適正な開発指導を行うようになります。 

 ただし、当幹線道路沿線につきましては、昨年の１２月議会で田口議員の一般質

問にお答えしましたとおり、ほとんど農振農用地に指定しております。開発を進め

るには、まず農政部局との十分な調整が必要となるものでございます。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  法整備がされて農振部局との調整が必要ということですけれども、当町の工場立

地法の対象となる特定工場とは、製造業、電気供給業、ガス供給業、熱供給業として

おりまして、さらに敷地面積９,０００平米または建築面積が３,０００平米となって

いるようですけれども、流通業務施設の開発については、貨物自動車運送業法に規

定されております一般貨物自動車運送業の用に供される施設や倉庫については本町

の工場立地法の規定の製造業等には該当しないと考えております。 

 また、流通業務施設等の立地条件として、４車線道路や高速インターチェンジま

での距離の条件が該当する地域ですので、この要件については県知事または町長が

認めた地域という条件が必要になってくると思います。 
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 ４車線道路建設が着々と進んで、また大型事業の進出も進行している現状です。

そこで流通業務施設が進出してくることは十分に考えられることと思っておりま

す。 

 それで、もう一度お聞きしますけれども、工場立地法には該当しない大型開発に

ついてはどのようにお考えなのかお願いします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 該当しない工場、そういったものをどうするかというご質問でございますが、ま

ず、どういったものが該当しないか、そういったところを調べまして、県とも協議し

ながら対策を進めたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  県との協議ということになると思うんですけれども、例えば、先ほど言いました

ように、この要件につきましては県知事とか町長が認めた地域という条件が必要に

なってくるわけですよね。 

 その条件はどのような地域が町長が認めた地域になるのか、また、県は筑前町の

どの地域を認定しているのかお答えください。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 基本的には、都市計画区域の中の用途地域、そういったものを筑前町は整備して

おります。用途地域の中でも準工業地域、そういったところが該当するのではない

かというふうに考えております。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  用途地域といいますと、農振地域とは関係ないと思うんですけれども、用途地域

は本当に限られた地域しかないんです。沿線道路については用途地域は全然指定さ

れてないので、あとは県知事もしくは町長が認めた地域というふうになると思いま

す。そうすると農振地域だろうと思うんです。後でまた農振地域についてお尋ねし

ますけれども、用途地域内しか現在は建設することができないんですか。 

 議  長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 今、言われました都市計画の中で、本町ほぼ全域に都市計画区域を設定しており

ます。したがいまして、都市計画区域を設定することによって、建築基準法が適用さ

れます。その建築基準法に適用されれば、土地利用の制限がない場合、例えば全く無

指定地域、そういったところについては企業立地も可能だとか、様々な条件がかな

えばということだろうと思っております。 

 今、議員が質問しておられます幹線道路の沿線というところでございますけれど

も、幹線道路が全てほぼ農振地域であると。既に法律の規制がかかっていると。その

法律の規制、農振地域の農用地の規制の解除がなされた上であれば、その用途を指

定することができるだろうということになろうかと思っております。したがいまし

て、今、町長が定めた地域というのは、例えばマスタープランの基本構想において、

この沿線を、例えば産業道路沿線を、法律のことはさておいて、町長がその地域を工

業地域と指定したとします。しかしながら、法規制がかかりまして、法の規制を解除

しない限りにおいては町の構想も実現できない、具現化できないということになろ

うかと思います。 

 いつもその問題で企業の開発がままならないわけでありますけれども、そういっ
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た農振農用地域であっても、特定の業種、特定の事業であれば、例外的に土地利用を

農振地域から変更することが可能であるということになろうかと思います。 

 したがいまして、住民の多くの方々は、やっぱり産業道路、バイパス、あの沿線は

除外したらどうかという強い要望がございます。しかしながら、町長が一方的に基

本構想の中でそのゾーンを工業地域と仮に指定しても、法律の規制がかかって実現

性がかなり困難であるということになろうかと思いますので、その基本構想を設定

する段階で、きちっと国、県と法律のそういった除外が可能かどうかの調整をやっ

た上で基本構想は設定しないと、住民の方々に実現できない計画となってしまうと

いうことだろうと思っておりますので、その辺のところを非常に今までも苦労して

きましたし、まだまだこの法律は十分に生きております。 

 これは、全国的にこの農振制度を見直してくれという全国の町村会からの要望も

ございますけれども、まだ実現に至っておりません。議員が言われますこと、徐々に

部分的に、そういった事業と照らし合わせながら、国、県等へ要望を重ねながら、基

本構想と整合性を図っていく、そのようになろうかと思います。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  今のお話で分かりました。 

 続いて質問いたします。 

 大型開発の申請を受けた場合、これはなかなか難しいんです。公になる公用地に

ついては、結構、県が認めていると思うんですけれども、本町独自の事前審査会など

が開かれるべきだと思うんです。というのが、ワンストップといいまして一つの窓

口で全てを解決するようにしているんですが、うちの開発要綱を見ますと、各課に

行っていろいろ調整をしてくださいというふうな文言みたいなんですけれども、ワ

ンストップ構想というのはあるんでしょうか。そして、ワンストップ構想をするな

ら、事前審査会もやったらどうかと思っているんですけれども、そこら辺をお願い

いたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 窓口は都市計画課となりますが、ご質問の大型開発の事前審査会につきましては、

本町では３０年ほど前までは３,０００平米以上の県開発において開催しておりまし

た。 

 しかしながら、各関係機関の日程調整、あと様々な意見が出た際の集約に時間を

要するということで、現在は廃止しております。 

 都市計画法第３２条に基づきまして、先ほど議員がおっしゃいました開発申請者

と関係各課が事前協議を行って、文書にて総合確認し、開発申請に至っているとこ

ろです。これにより特に支障なく円滑な開発協議が行われているところでございま

す。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  支障がないということでございますので、よろしくお願いします。 

 もし支障が出た場合はどうするのかというのは、また後の問題だろうと思います。 

 続きまして、大任町につきましては、開発の許認可権限が県から移譲されており

ます。これは全てではないようですけれども、これにより町の計画に基づき開発の

審査、許認可が決定できるようになっております。 

 自分も大任町の担当者の方に連絡いたしましてお聞きしたところ、町が町営住宅

の大型開発をするということで県からの移譲を受けていろいろ頑張って自分たちで

やっているみたいなんですが、当町につきましてもそういうふうに許認可権限を移
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譲していただくような意向はあるのかどうかお聞きします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  現在、３,０００平米を超えます県開発の審査、許認可業務を自治体で行っており

ますのは、政令都市の福岡市、北九州市、中核都市の久留米市、そして議員がおっし

ゃいました大任町の４自治体でございます。 

 都市計画を制定しています朝倉市や春日市、大野城市、その他９割を超える４７

自治体は、本町と同様に県が許認可を行っている状況にあります。 

 大任町については、平成２８年に県が市町村に対し権限移譲の意向を尋ねたとこ

ろ希望されたものでございまして、県が大任町独自の審査体制等が十分と判断し、

翌年度に権限移譲を行っているものです。 

 これにより、事前協議から許認可までの一元化が可能となり、申請者の利便性が

向上したり、町の意見書添付等が省かれ申請期間の短縮がなされることと思います。 

 しかし、権限移譲の要件には、県同等の審査基準の制定や、専門的技術職員の配置

及びその人員、人的体制の維持、確保が必要とされます。 

 そういうことで、本町を含む県内ほとんどの自治体が権限移譲を希望していない

ものでございます。 

 議員がおっしゃいました町の計画に基づく開発の点につきましては、県が町の都

市計画マスタープランの上位計画である都市計画区域マスタープランや、都市計画

基本方針を策定しております。県の方針と地域の実情を踏まえた町の計画の整合性

を図り、県の統一した視点の下、適切な開発、審査、指導を行っているものでござい

ます。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  大任町の現状ですけれども、人口が５千何百人、６千人足らずです。そして町の職

員が５０人足らずです。それで許認可権を移譲していただいて頑張ろうとしており

ますので、当町につきましては十分な人材がいると思いますし、大任町については、

多分、兼務している課がたくさんあると思います。それでも頑張っているので、何か

そういうところに僕は心を引かれたんです。当町もそういうふうな心意気で今後頑

張っていただきたいと思います。 

以上です。 

 それから最後に、農業振興地域の制限を一部解除するようにと思って、町はこれ

からどう向かっていくかということをお尋ねする予定でしたけれども、先ほど町長

のほうからご回答がありましたので、これは割愛させていただきます。 

以上です。 

 続きまして、森林経営管理制度に伴う意向調査についてお尋ねいたします。 

 森林管理経営制度に伴う意向調査。戦後植栽された杉・ヒノキの人工林が木材と

して利用できる時期に達しております。ようやく森林の循環的利用が始まっており

ます。 

 しかし、森林所有者の森林面積は小規模で、分散的です。木材価格の低迷で森林経

営の関心が薄れ、世代の交代で森林の手入れや間伐の作業もされていない森林は増

加する一方です。また、所有者の移転等で所有者不明の森林も出てきております。 

 このように、森林法に定める所有者の適切な管理する義務が行われていない森林

を適切に管理する必要が生まれ、森林経営管理法が制定されております。 

 市町村が経営管理を行わない森林について、森林所有者の委託を受けて経営管理

し、林業経営者に再委託することにより、森林管理の適正化を促進するために行う

のが先ほど質問しております意向調査です。 
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 林業経営に適した森林は林業経営者に再委託して、また、林業経営に適さない森

林は市町村自らが森林環境譲与税を活用して管理していく仕組みとされておりま

す。 

 法第５条に、市町村は、経営管理集積計画を定める場合は、農林水産省令で定める

ところにより、集積計画対象森林の森林所有者に対し、当該集積計画対象森林につ

いての経営管理の移行に関する調査を行うものとする。また、施行規則で、意向調査

は書面で行うものとするとあります。 

 また、森林法の一部改正により、平成２４年以降の森林の土地の所有者になった

固定資産税台帳の情報しか今までは取得できなかったんですけれども、令和２年６

月１０日施行でそれ以前の情報も取得できるようになって、森林台帳への反映がで

きて、さらなる業務の円滑な実施を可能にしております。 

 そこでお尋ねします。意向調査は委託業者に依頼するとのことですが、その予算

措置と日程についてお伺いしたいと思います。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えをいたします。 

 今年度は、森林経営管理法に基づき、栗田を除いた全町的な森林整備に関する意

向調査に入る前準備として、森林の現況を把握し、意向調査の優先順位を決める作

業に必要な準備を進めてまいります。 

 特定調査結果により、経済林と環境林を選別し、持続可能な森林経営を推進する

ため、整理データのＧＩＳ化を行い、集約可能エリアの選定をしながら、意向調査の

優先エリアを抽出していきます。 

 この準備業務につきましては、６月に業者と委託契約を結び、令和４年３月１８

日を工期限として進めているところです。 

 この結果を受けて、令和４年度から、本格的に意向調査を進めてまいります。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  意向調査は令和４年から実施ということですけれども、先ほども言いましたよう

に、森林の所有者は――自分も森林関係の生産森林組合の関係の仕事をしています

けれども――筆数が物すごく多いわけですよね。端的に、簡単に意向調査ができる

わけではないし、筆数がものすごく多くて取りまとめも大変だろうと思うんですけ

れども、他県の意向調査の結果を見ますと、日本全国で１３県ほどはもう意向調査

が終了しているわけですよね。 

 それで、自分が思いますに、業者がやるんじゃなくて、事前説明会を、例えば地区

長などを通して実施しているところもあります。本町も、そのようにして、各地区大

変でしょうけども、回って、どうして管理経営を町に委託するかの説明ぐらいはし

ていただきたいと思っているんですけれども、どうでしょうか。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 意向調査は、昨年栗田地区をモデル地区にして行いました。一番多かった回答と

いうのが、まだちょっと決められないというふうな、分からないというふうな回答

が一番多かったわけなんですが、当然、面と面で向かい合ってこういうケースでは

こういうふうになりますよというふうに不安を解消して、分からない点を解消して、

説明会を開催しようと思っています。 

 開催にあたっては、対象は森林所有者になりますので、当然ながら町と森林所有

者での説明会というふうになると思います。そういったところで町と森林所有者の

説明会というふうに考えております。 
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 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  説明会はされるということですので、その件はよろしくお願いいたします。 

 だんだんみんな年を取って、跡を継ぐ子どもたちがなかなかおりませんので、山

が荒れ放題になっております。 

 それで、問題は、所有者不明の森林がどんどん増えているんですけれども、その把

握はどのようにして、そしてどうやって管理していくか、お答えください。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えします。 

当然、町の３分の１の森林の面積は、おっしゃいましたとおり、かなりの筆数がござ

います。この中には実際どなたが所有者になっているのか、不明な、おっしゃったよ

うに森林も多いかと思っております。 

 その点につきましては、固定資産なりいろんな情報を仕入れながら突き詰めてい

って、そして、代表者、今おられる方でどうするのかということで経営方針を決めて

もらって、町に委託するなら町に委託して、町からまた森林事業者に再委託という

ふうな手続を取りたいと思っております。 

 どうしても森林状況が悪い森林については、荒廃森林整備事業などを通して森林

状況をよくした上で再委託というふうに考えております。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  不明林については、町が公告をして、そしてその上で連絡がない場合については

町が管理することができるように、法的になっているようですので、そのこともよ

ろしくお願いします。 

 それで、先ほど言われましたように、要するに山は集約しなければいけないんで

すよね。開発するわけですから。１町、２町ではなくて、２０町、３０町の山を集約

して開発していくんですけれども、森林のための林業経営者、要するに林業をする

会社はどのような会社が挙げられているかをお伝えください。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えします。 

 林業経営者につきましては、森林経営管理制度に基づき、森林所有者の意向を確

認した上で、市町村が森林所有者の森林の経営管理の委託を受け、意欲と能力のあ

る林業経営者に再委託し、経営管理が実施できるとなっています。 

 福岡県では、市町村からの再委託を受けることを希望する民間事業者を、福岡県

意欲と能力のある林業経営者として募集登録を行っております。 

 今年７月１日時点で、登録、公開されている林業経営者で、本町を希望する区域の

一つとして挙げている経営者は２つございます。町内三箇山に所在する株式会社佐

藤木材、それから朝倉市に所在する朝倉森林組合、２つございます。 

 これとは別に、県内全員オーケーですよというふうに登録してあるのが、本町に

あるバイオマス発電所の木質チップ工場の出資事業者の一つである中山リサイクル

産業株式会社をはじめ６経営者がございます。 

 また、これのほかに、他県で実績のある会社が筑前町に本社を移転し拠点を構え

ており、登録の動きがございます。 

 このような活発な動きがありますのも、本町にバイオマス発電所が立地したこと

が大きいというふうに捉えております。 

 これらの意欲と能力のある林業経営者の協力を得ながら、森林の経営に関する長

期方針である森林経営計画を策定し、森林整備を計画的に進めてまいります。 
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 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  たくさんの林業経営者がいらっしゃるということで、安心しております。あとは

入札等がうまくいきますようにお願いします。 

 それで、森林所有者の委託を町が受けた場合、５０年という長いスパンで経営管

理をしていくことになるんですけれども、まず市町村の森林関係の関係課ですが、

どういう体制を維持していく計画があるかをお答えください。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 体制ということでのお尋ねなんですが、その前に、まず、前段で委託を受けた場

合、議員おっしゃられましたとおり５０年という長いスパンでの経営管理というこ

とで、一本の苗木を植樹し、そこから計画に基づいて間伐、主伐、市場へ出荷、そし

て再造林という５０年をかけてワンサイクル実施していくことになります。長いス

パンになります。なお、町では、今年度から間伐につきましては基本搬出としており

ます。今まで間伐放置されておりました丸太については、地域内で有効活用をする

ということで、その方策として発電のための燃料安定供給のためにチップ化をして

バイオマス発電へつなげるという計画にしております。 

 このような形で、間伐を行い、主伐、再造林というサイクルを繰り返す中で、適切

な森林管理によりＣＯ２削減につなげ、循環型持続可能な林業を進めてまいります。 

 もちろん山主への収入還元も重要でございますので、必要に応じて荒廃森林整備

事業などを投入しながら、その収入の確保に努めてまいります。 

 このように持続可能な森林整備経営を進めていく上で、根本となるのが森林経営

計画であり、この策定率を上げていくことが急務となっております。まずはこれに

集中して進めてまいりますが、町の体制といたしましても、持続可能な体制を取り

進めてまいります。 

 以上です。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  先ほど言われましたように、間伐を搬出するということは非常にコストがかかる

わけですよね。そうすると、林業経営者についてはほとんど、要するに山を持ってい

る人については利益はないわけですよね。搬出する際の補助というのは、要するに

譲与税だけで賄えるんですかね。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

搬出する際の補助ということなんですが、補助はございます。それにバイオマス

発電所に持っていく際の収入、それらも含めて間伐時における収入というふうに見

込んでおります。 

 当然、譲与税も対象になります。 

 議  長  柳議員 

 柳 議 員  最後ですけれども、そういう計画があれば、林道の整備をしっかりとやっていた

だきたいと思います。搬出するのに林道がないのでなかなかうまくできないので、

その辺のことをよろしくお願いします。 

 最後に、外国資本による森林の取得が進んでいるということが報道されておりま

す。これは意図しない開発につながるおそれや、税制面でも障害が発生するおそれ

があります。また、森林計画を集約する場合の障害にもなる可能性を秘めておりま

す。 

 その対策の要として、外国資本の森林の拡大を防ぐためにも意向調査を早急に行
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い、森林所有者からの意向を受けて、町の管理の下、森林事業者との関係を築く必要

があると考えております。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

 議  長  これで、２番 柳雅明議員の一般質問を終わります。 

 休  憩  

 議  長  ここで休憩をいたします。 

 １１時１０分より再開をいたします。 

（１０：５８） 

 再  開  

 議  長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（１１：１０） 

 議  長  １番 寺原裕明議員 

 寺原議員  通告に従いまして、順次質問を行います。 

よろしくお願いいたします。 

 今回は、安心安全のまちづくりについて質問いたします。 

 まず１つ目の項目であります町の交通安全対策についてお尋ねいたします。 

 今年６月２８日に、千葉県八街市でトラックが下校途中の小学生をはね、二人の

児童が死亡、一人は意識不明の重体、二人が重傷を負いました。事故を起こした運転

手は飲酒運転をしており、なぜこういう事故でまたこういう運転で子どもたちの命

が奪われなくてはならないかという思いを強く持ったところです。 

 マスコミでも飲酒運転のことが大きく取り上げられましたが、この事故には別の

側面もありました。この事故の２日後、八街市北村市長は臨時記者会見を開き、被害

児童が通っていた小学校では、ＰＴＡ会長などから、２００８年度から２０１１年

度にかけて、毎年事故現場となった通学路にガードレールや歩道の設置を求める要

望書が提出されていたことを明らかにしています。市は、市内各校からの意見を踏

まえ、通学路の安全対策に関する計画を２０１６年にまとめたが、事故現場は対策

を講じる箇所に含まれていなかったということです。 

 このように、住民の声を吸い上げることができていなかった結果、より正確に言

えば、住民の声は届いていたが、それを市当局が交通安全対策に生かせていなかっ

た結果、市民の安心安全を守る施設や設備等の整備が十分ではなかったということ

が、この悲惨な事故の要因の一つになったと思います。 

 それでは、本町の交通安全対策についてお尋ねいたします。年間を通しての交通

安全対策の実施内容についてご説明ください。たくさんあると思いますので、概要

が分かればで結構ですので、簡略にお願いします。また、千葉県八街市の児童死亡事

故を受けて何らかの取り組みがなされておれば、そのこともお答えください。 

関係課それぞれに回答願います。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 現下の年間の交通安全対策につきましては、交通安全対策特別交付金を活用しま

して、町内のカーブミラー、ガードレール、区画線等の新設あるいは更新等を行って

おります。 

 併せまして、道路改良での歩道整備等々や道路維持予算を活用しまして、交通安

全対策のいわゆるハード面の対策を行っております。 

 日常の維持管理につきましても、シルバー人材センター委託による定期巡回等の

道路維持管理や直営作業等を行いながら、規模の大きなものについては業者発注で

対応させていただいております。 



13 

 

 町の所管外の対策箇所等あれば、それぞれ管轄の県あるいは警察等にも情報提供

や新設改良の要望等を行いながら安全対策を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 町の交通安全対策としまして、環境防災課では主にソフト面から対策に取り組ん

でおります。 

 まず、各行政区より選出された交通指導員６１名による定例街頭活動を月１回、

朝７時から８時に行っております。これは、朝の通学通勤量の多い時間帯に街頭に

立ち、呼びかけを行い、小中学生の安全確保、交通事故の防止、交通安全の啓発を図

っているものです。 

 次に、県民運動街頭キャンペーンを年４回実施しております。県の指定期間中に、

街頭での呼びかけ、啓発物の配布を行い、併せて、町ホームページ、防災行政無線に

て啓発を行っております。 

 県の示した重点項目に沿って、県民に広く交通安全の普及、浸透を図り、交通ルー

ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることで交通事故防止の徹底を図る

ものです。 

 さらに、高齢者の事故防止対策として、高齢者運転免許証自主返納支援事業を実

施しております。 

 加えて、その他の啓発活動として出前講座実施や飛び出し注意看板の配布、さら

には成人式でのパンフレット配布も行っており、住民の交通意識の向上につながる

よう、年間を通して様々な取り組みを進めております。 

 以上です。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 学校での交通安全対策につきましては、交通安全教室や遠足時などの実地指導な

ど、また、ＰＴＡ独自の安全指導や安全パトロール、交差点での見守り活動を行って

いるところでございます。また、スクールガードリーダーによる巡回なども行って

いるところでございます。 

 千葉県八街市の児童死亡事故を受けての取り組みとしましては、各学校での児童

生徒への注意喚起を行うとともに、事故のありました６月２８日時点で、通学路交

通安全プログラムにおいて今年度の新規要綱が既に上がってきておりましたので、

これを基に、車両の速度が上がりやすい箇所を中心に緊急の点検を行ったところで

ございます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今、担当課それぞれに交通安全対策の実施内容について説明いただいたわけです

けども、その中で教育委員会及び教育課は、筑前町学校安全対策委員会を構成し、毎

年、通学路の危険箇所調査をしておられます。 

 昨年度、令和２年度の危険箇所改善に対する要望件数は何件あったのでしょうか。

また、改善された対策済み件数は何件かお尋ねします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 令和２年度の改善要望件数は６０件で、対応済み件数は３５件でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今、令和２年度分の危険箇所６０件、対応済み箇所が３５件ということで説明が



14 

 

ありました。ということは、対応できていない箇所が全体の半数に近い２５件ある

ということになります。 

 この数字についての見解をお尋ねします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 未実施分につきましては、様々な要因で当該年度には未実施となったものでござ

います。この解消に向けて、関係機関に働きかけ、継続して取り組みを進めてまいり

たいというふうに考えておるところでございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  この件に関して、今後の取り組みについては後ほど改めてお尋ねをすることにい

たします。 

 ３番目ですけども、町は、学校安全対策委員会が作成した通学路交通安全プログ

ラム、非常に立派なプログラムがあります、これに基づいて安全確保の取り組みを

されているわけですけども、ＰＤＣＡサイクル――すなわちプランをつくって、こ

れを実行して、そして安全確保ができたかどうかをチェックし、次の取り組みに生

かすといったサイクル――をどのように具体的に行っておられるのか、少し説明を

お願いしたいと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 時系列で説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、３月末に、学校へ交通安全上、防犯上の危険箇所を挙げていただくよう依頼

をいたしております。 

 それから、４月、５月には各学校及びＰＴＡにおける安全点検をしていただき、保

護者視点での危険箇所を挙げていただいているところでございます。 

 ６月には教育委員会で、前年度の改善状況の確認、新規危険箇所の整理を行って

おります。このときに、関係機関、警察ですとか県土事務所、建設課との調整も併せ

て行っておるところでございます。 

 ７月には、警察、県土事務所、町建設課、各学校、教育課、スクールガードリーダ

ー、関係区長による合同点検を行っておるところでございます。 

 ８月には対策案を作成、この時点で過年度の危険箇所の改善状況を再度確認して

おるところでございます。 

 ９月には、合同点検実施箇所対策案を、学校、ＰＴＡ、町議会、区長会へ報告をし

ております。 

 １０月以降は、合同点検実施箇所への対策を実施、２月には改善箇所状況を確認

しておるところでございます。 

 このサイクルを毎年繰り返しまして、危険箇所の解消を目指しているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  ただいまの回答で、年間を通して取り組みを進めておられるということが分かり

ました。 

 それで、次のお尋ねですが、篠隈新道防災緑地公園地点の横断歩道新設事案につ

いて、これもＰＤＣＡサイクルに沿って説明を、としておったんですけども、実際に

はこの事案はこれからの取り組みになるということですので、まだプランができて

いないと思います。 

 そこで、違う形でのお尋ねになりますが、議会前の全員協議会において、協議会よ
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り令和３年度の通学路交通安全プログラムについて説明がありました。その中に、

篠隈新道区やすらぎ荘入口交差点南三角公園周辺地点の横断歩道新設要望事案があ

ります。私が通告書に上げています篠隈新道防災緑地公園地点と同一地点です。 

 ちょっと場所が特定できるかと思いましたので、資料を先ほど事務局のほうから

配っていただいておりますので、ご覧ください。そこの防災緑地公園から反対側の

歩道に渡るところが横断歩道設置要望地点になります。 

 私も車ではよく通るんですけども、歩いてみないと分かりませんので、何回か現

場に行って歩いてみました。車の通行量が多いうえに、信号を抜けて消防署方面―

―安野の方面に向かう車が加速する場所でもありますので、道路の横断にはかなり

気を遣います。特に防災公園側から道路を横断するときは、左右と、それから下髙場

方面から来た道路がぶつかっていますので、後方を見なくてはならず、非常に怖く

感じます。 

 横断歩道の新設については、令和２年度と令和３年度に継続して要望が出されて

います。道路種別は町道であり、警察と町による合同点検が実施されていると思い

ますので、点検時の状況について具体的に説明をお願いします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 篠隈新道防災緑地公園地点の横断歩道新設事案については、令和２年度の新規要

望として横断歩道の新設が上がってきておりました。 

 しかしながら、昨年７月の時点では、警察から、歩行者及び車両の通行量など様々

な要件から横断歩道の設置は難しいとの回答を受けたところでございます。 

 このため、ソフト面での対策として、児童に対し、安全な道路横断について、学

校、家庭、地域での指導を引き続きお願いしたところでございます。 

 しかしながら、この横断歩道新設事案につきましては、本年７月の危険箇所点検

の前までに警察及び建設課から地元の要望書が上がっている報告を受け、再度点検

を行い、横断歩道を設置する箇所としてプログラムに掲載をさせていただいている

というところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  それで、要望自体が２年続きで新設の要望が上がってきたわけですけども、先ほ

ど少しお話がありましたが、令和２年度は、歩行者の通行量と車の交通量から横断

歩道設置は難しいと。学校、家庭、地域で、道路横断や遊び方について引き続き指導

ということで、ハード面とソフト面のことですけども、ということで対策必要はな

し、令和２年度に対策完了となっています。 

 一方、本年度の令和３年度は、朝倉署において横断歩道の設置を検討、街灯の設置

を区長を通じ建設課に申請と。それからもう一つ、速度抑制の路面標示は区長を通

じ建設課に申請という項目があって、ということで対策の必要ありとなって、対策

予定年度は本年度となっています。 

 ２年続きで同じ地点の横断歩道新設の要望が上がり、同じような点検がおそらく

行われたと思うんですけども、その結果、昨年は対策の必要なしであった事案が、本

年度は対策の必要ありに変わっております。もちろん、結果的にはよかったという

ふうに思っています。ただ、逆に言えば、同じような点検があったのに、前の年の令

和２年度の中でなぜ対策の必要ありというふうにならなかったのかというふうに、

私はちょっと疑問を持ったんですけども、その間の経緯についてご説明をお願いし

たいと思います。 

 議  長  建設課長 
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 建設課長  お答えいたします。 

 横断歩道につきましては、ＰＤＣＡのＰということから、まずご説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 場所につきましては、篠隈新道の防災緑地公園のＴ字交差点に設置を要望されて

おります。 

 この道路につきましては、学校の通学路にもなっております。周辺環境につきま

しても、住宅開発が特に進んで、人口や交通量も年々増えてきております。必要性に

ついても、通学中の小中学生がこの道路を横断しようとしても横断歩道がなく、通

行車両もかなり頻繁に往来しておるため、非常に危険な状況であるというところと、

また、公園で遊ぶ子どもたちも増えておりまして、公園も災害時の緊急避難公園に

位置づけをされております。 

 さらに、本件道路につきましては、巡回バスあるいは幼稚園送迎などで保護者、幼

児も横断している様子も頻繁に見えられておりまして、事故の危険性も極めて高い

道路であるというふうな報告も上がってきております。 

 地元の現状改善と、重大事故を回避するためにも、早急な安全対策を望まれてお

ります。 

 横断歩道設置につきましては、地元区から要望書が提出をされております。平成

３年の３月でございます。 

 地元要望を受けまして、町のほうからも、警察署のほうへ要望進達を行っており

ます。 

 その状況を受けて実行するということになりますが、毎年教育課と連携して取り

組んでおります危険箇所点検につきましても、２０２０年７月の危険箇所としても

報告がなされております。地元からの要望を受けまして、町も警察署と協議を行っ

ております。地元も直接警察のほうに行かれまして、ご相談をされております。警察

の見解としても、やすらぎ荘入口交差点も近くにありますので設置は難しいという

ことでありましたが、本道路が通学路でもあり、子どもたちの横断箇所にもなって

おりますので、再度検討されるということになっております。 

 そこで、この要望箇所とやすらぎ荘入口交差点、それぞれの利用実態、実際の利用

状況や交通量等々の情報が欲しいというふうな依頼がございましたので、その旨を

地元のほうにお伝えさせていただいております。 

 調査については、地元のほうでお受けいただきまして、熱心に現地のほうで詳細

に実態調査を行っていただいております。 

 その結果につきまして、再度周辺の関係区あるいはＰＴＡ会長連名で、令和３年

７月に再度要望書の提出がございました。その調査結果を添えて、町のほうから朝

倉署のほうに再度要望の進達を行っております。その際、町のほうからも再度設置

のお願いをしたところでございます。 

 ＰＤＣＡのＣＡに当たるかどうか分かりませんけども、本年度７月に実施しまし

た通学路危険箇所点検につきましても警察も同行されておりますので、実際に現地

のほうで確認を再度行ったところでございます。 

 横断歩道設置につきましては、ご承知のように幾つか条件がございます。たまり

場あるいは交通量、歩行者、児童生徒の利用人数、街灯あるいは公共施設のありなし

等々がございます。たまり場につきましては、既に両側に歩道もございます。街灯も

地元のほうから町のほうにご相談されておりまして、設置は可能でございます。さ

らに交通量等々につきましては、既に地元結果を朝倉署のほうに提出させていただ

いております。 

 最終的な設置は県警判断になりますけれども、そのような地元の熱心な活動の調
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査結果を踏まえまして、設置への条件もほぼ満たしておるということからも、最終

的には、朝倉署のほうから県警本部あるいは県の公安委員会に対しまして、要望の

進達を検討しているというふうな連絡が入っております。 

 したがいまして、今後につきましては、経過等分かり次第、朝倉署のほうから町へ

連絡をしていただくようにお願いをしているところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今の課長の答弁で、どういう経緯があったかというのはよく分かりました。あり

がとうございます。 

 その中にもありましたように、この要望を主になって進めてこられたのは当該地

区の住民であり、東小田小学校の保護者の方なんですが、警察署に出向いて話を聞

いたり、あるいは地域の方と協力して、お話がありました交通調査をしたりとか、本

当に真摯な粘り強い取り組みをなさっております。そういうものが地域や学校を動

かして、今回の要望につながっているということだろうと思います。 

 今、回答にもありましたけども、町当局も今しっかり受け止めていただいている

ようですので、実際に少しでも早い横断歩道の設置に向けて取り組みを今後とも進

めていただきたいというふうに思います。 

 警察署のほうも、そういうふうな考えをお持ちでしょうけども、いかんせん県の

公安委員会のほうに話が届かないと、おそらく設置ができないのではないかなとい

うふうにも思いますので、その点もよろしくお願いをしたいと思います。 

 次の質問ですけども、ここまでの回答で、関係各課も、警察署も含めて、一定程度

のこの事案についての考えが分かりましたので、今後のこと、通学路の今後の安全

確保のための取り組みについて、それぞれの関係各課からお答え願えればと思いま

す。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 通学路につきましても生活道路の一部でございます。町としましても、地域の交

通安全のために、まずは交通ルール、マナーの徹底を図り、事故のないよう警察等関

係機関と連携しながら取り組んでまいりたいと思います。そのためには、ドライバ

ーの意識の向上など、日頃からの学校の交通安全指導等を含め、地域の方々の指導

や協力なしではできないと思っております。 

 危険箇所としてもかなりの数で報告が上がっておりまして、毎年、原課としまし

ても改善を行っておりますが、まだまだ未改良箇所も数多く残っております。改善

する場所によっては条件や用地等の関係もございますので、現実問題としてはなか

なか難しい状況でございます。そのためには地元のご理解とご協力が必要となりま

す。 

 町としましては、毎年安全対策費を予算計上しておりますので、今後引き続き教

育課や朝倉警察署等の関係機関と互いに連携した対策を講じていきたいというふう

に思いますし、さらに、町も財政面とか職員対応にも限界がございますので、保護者

や地域の方々によるボランティアによるご協力も併せて必要であるというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 基本的には、今、取り組んでいます様々な取り組みを今後も継続していきたいと

いうふうに思っております。 
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 ただ、子どもの安全確保ということからいきますと、特に全町的に取り組んでお

ります交通安全指導員さんの定例街頭活動、こちらは交差点を中心に行っておりま

す。 

 ただ、交差点をしていただいているんですけど、その間に事務局なり支部長と巡

回もしておりますし、場合によっては交通指導員さんの意見を聞きながら、利用の

より多いところの交差点を重点的にしていただくよう、場所の変更等を今後も検討

していきたいというふうに思っております。 

 また、飲酒運転撲滅というのが今回の一つの内容になるかと思いますけれども、

県民運動街頭キャンペーン、こちらにつきましては、朝倉警察署、三輪交番、保護

司、当然交通指導員さんやあるいは正副議長様、正副文教厚生委員長、交通安全推進

員等々含めまして、約４０名から５０名程度、ご協力いただいております。篠隈交差

点と新町交差点を毎回交互に行っておりまして、こちらにつきましても連携しなが

ら取り組みを継続していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 教育委員会としましては、日頃からの児童生徒への交通安全指導に加え、見守り

活動や巡回パトロールなどＰＴＡや地元との連携を深め、児童生徒の安全確保に努

めてまいります。 

 また、通学路交通安全プログラムにおいても、新規案件のみならず、未実施になっ

た箇所においてもその解消に向けてしっかりチェックをし、関係機関へ働きかけて

まいります。 

 通学路の危険箇所は、道路の経年劣化や車両の通行量などによっても日々変化を

いたします。また、時の移り変わりにより通学する子どもたちも変わっていきます

から、通学路自体が変化するものと理解をしております。 

 このため、保護者視点でのこの通学路交通安全プログラムを十分活用し、今後も

子どもたちの安全確保に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  関係各課からそれぞれ今後の取り組みについてお話がありましたけども、特にハ

ード面ですけど、町が把握している危険箇所については、先ほどの課長の答弁にも

ありましたように、危険除去の対応がすぐにできないということも当然考えられま

す。 

 そこで、例えば５か年計画を組むなどして、計画的に取り組みを進めていただけ

るといいなというふうに思いますので、その点もぜひご検討いただきたいと思いま

す。 

 それでは、資料をお配りしていますもう一枚の資料をご覧ください。 

 これは、東小田小学校の井手校長先生が出しておられる学校だよりで、「なのみ通

信」６月号です。私は、毎号、読ませてもらっています。 

 ちょっと四角く囲んでいる部分を読ませていただきたいんですが、「「おじちゃん

がやめるなら、私達はほかの学校に行くからね。」ある子どもたちが、見守り隊の方

にかけたそんな言葉を知りました。今年で七十八歳を数えるおじちゃんは、毎朝会

うすっかり仲良しの彼らに、ある日、次のような話をしました。「おじちゃんは、そ

ろそろ引退する時期かな。」彼らは、おじちゃんの表情をじっと見つめます。そして

返した言葉が、先ほどの言葉です。」と。後の棒線のところですけども、「おじちゃん

の見守り活動は、今年で２３年目を迎えました。」ということで、井手校長先生の子
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どもに対する愛情であるとか、子どもを見詰める感性、そしてそれらを的確に表現

する文章力にいつも私は感動しながら読ませてもらっています。 

 ここに取り上げられています見守り隊の方たちは、まさしくボランティアとして

活動していただいています。また、子どもたちの安心安全のためにご協力いただい

ている地域の方たちも多くおられます。このような地域の方たちと共に、また、その

思いを受け止めた交通安全対策を取られることで、通学路の安心安全が守られると

いうことを切に願っております。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次に、国道３８６号線やすらぎ荘入口交差点から富士ピーエスまでの歩道整備に

ついてのお尋ねです。 

 この案件につきましては、地元で組織されております国道３８６号歩道整備促進

期成会を中心に、一日も早い実現を願う住民の思いがありますので、現在の進捗状

況と今後の取り組みについて説明願います。併せて、今回整備される歩道は、歩行者

レーンと自転車レーンが分けられるようですので、構造についてもご説明ください。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 国道３８６号線につきましては、県のほうが事業主体になりますので、朝倉県土

整備事務所のほうの聞き取りでの回答になりますので、よろしくお願いいたします。 

 歩道整備につきましては、地元も早期完成を望まれておりまして、地元地域で構

成の、先ほど言われました３８６号歩道整備促進期成会も設立をされております。

期成会も、県や町に対して毎年要望活動をされております。地元に対しても、現状報

告なり協力要請等を行っていただきまして、熱心にご活動していただいておる状況

でもございます。期成会も、１日も早い歩道整備の完成を強く熱望されているとこ

ろでもございます。 

 町も、県へ要望や事業進捗等を期成会に情報提供を行うなど、県や期成会と共に

連携し取り組みを行っているところでもございます。 

 県の歩道整備計画につきましては、国道３８６号沿線の南側を道路用地として現

道拡幅される計画でございます。 

 ご質問の構造につきましては、両側３.２５メートルの車道に加え、新たに２メー

トル５０の歩道、それから道交法では自転車も車両になりますので新設する歩道と

分離した形で、歩道と車道との間の路肩部に１.５メートルの自転車帯を設けるよう

な構造で計画をされております。沿線北側につきましては、現況歩道等に加えまし

て、車道と現況歩道との間に１メートルの路肩を最低限確保できるような計画でご

ざいます。 

 既に、この交差点から富士ピーエスまでの区間につきましては事業着手をされて

おります。 

 昨年度までに、交通量調査あるいは警察協議、詳細設計等も完了いたしておりま

す。 

 昨年には沿線の用地測量も完了しております。沿線境界も地権者の理解の下、確

定をさせていただいております。 

 本年度の予定につきましては、沿線には建物あるいは物件等もありますので、引

き続き物件等の現地調査の実施と補償費算定等を行い、終わり次第、順に用地交渉

を進めていきたいというふうに伺っております。 

 したがいまして、工事時期につきましては、土地の引き渡し等に伴い物件移転等

に要する期間も一定期間設ける必要となりますので、物件移転の事実確認が終わり、

ある程度まとまった用地が確保できた区間につきまして、平成４年度中に工事着手
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をしたいというふうな考えでお聞きをしております。 

 ただ、県も現時点ではまだ用地取得が全くできていない状況ですので、今後の交

渉次第になりますけれども、この計画につきましては、寺原議員を含めます期成会

の役員さんの方々にも県のほうから直接お伝えをさせていただいております。 

 また、国道の交差点改良につきましても、歩道整備と併せまして事業が進められ

ております。計画も国道の交差点の東西に新たに右折帯を設ける計画でございます。

交差点改良の進捗につきましては、歩道計画と同様、昨年度末までに交通量調査な

り詳細設計等も実施をされております。 

 本年度につきましては、沿線に店舗等もございますので、その対象用地、物件等の

現地調査あるいは地権者等の交渉協議が予定をされております。 

 したがいまして、交差点改良の着手時期につきましては、今後の交渉次第である

ため、現時点では明確にお答えはできないというふうに伺っております。 

 町も、町道部の交差点改良も既に完了しておりますし、交差点改良も一日も早い

完成を望んでおります。 

 地元のほうからも、歩道計画に影響がないように進めていただきたいというふう

にお聞きしておりますので、引き続き国道３８６号の整備につきまして、渋滞解消

あるいは安全対策につきましてご尽力していただきますように、県のほうにお願い

するとともに、町も地元や県のほうとお互いに連携しながら取り組んでまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

 議  長  中野副町長 

 副 町 長  先ほど建設課長から説明をいたしました経緯等を含め、補足をちょっとさせてい

ただきます。 

 この事業につきましては、田頭町長が、４期目の就任後、直ちにこの事業の進捗状

況の確認協議を県土事務所に要望されました。 

 その中で、当時の計画につきましては令和５年度以降の工事着手も定かではなか

ったわけでございます。 

 そのため、早急に工事のほうを着手していただきたいということで、県の予算の

関係、それから事業内容の変更並びに関係自治体移管の優先順位等もあることから、

栗原県議と協議を重ねられ、７月には県土事務所と栗原県議と共に計画の変更協議

がなされ、先ほど建設課長が説明いたしました最短の計画が８月に提示されたとこ

ろでございます。 

 そのようなことから、このたび、いつもお骨折りをおかけしております期成会の

皆様方をはじめ、町民の方々にご報告できる次第となったところでございます。 

 また、やすらぎ荘交差点改良工事につきましても、町は町道部分につきましては、

先ほど言いましたように、先駆けて立野線の改良工事を平成２９年から本格的に取

り組み、３１年３月には完成したところでございます。国道３８６号分につきまし

ても、町長から同時に強く要望されたところでございます。 

 以上、補足いたします。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今の回答で、今までの経緯、進捗状況、それから歩道の構造についても非常にこれ

は立派なもんだなと、やっぱり用地取得も大変だなというふうには思ったんですけ

ども、県も計画を進めていただいているようでございます。 

 ただ一方で、お話もありましたけども、期成会を中心として、早く用地取得できた

部分的だけでも、令和４年度内にはぜひ着工してほしいというふうな要望が強くあ

ることも事実です。 
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 早期着工、完成を目指した取り組みがなされるよう、改めて町から県に対して強

く今後とも要望していただきたいと思っておりますが、最後に町長から一言お願い

をいたします。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

 事業の進捗等につきましては、先ほど建設課長、副町長が説明したとおりでござ

います。 

 私も今回の篠隈地区の国道沿線歩道整備事業の取り組みにつきましては、まずも

って、関係議員、地元有志、ＰＴＡ役員等で構成されます期成会の方々のご尽力に、

心から感謝申し上げる次第でございます。 

 おかげさまで、立ち上げから県により事業計画がなされ、事業採択、工事着工へと

事業が進捗しているところでございます。 

 町といたしましても、歩道の整備はもとより、このやすらぎ荘交差点改良は長年

の課題でございました。ぜひとも併せて整備をしたいと、そのような申し出を地元

にも、また県当局にも要望したところでございます。 

 このため、歩道整備に先行いたしまして、町道に伴う交差点改良を敢行したとこ

ろでございます。 

 この事業も用地交渉、信号機、災害時等、困難な課題がございました。副町長、建

設課等々が精力的に努力し敢行したものでございます。 

 今、説明いたしましたように、来年度から着工予定の歩道整備につきましては、ま

だまだ用地交渉等、困難を伴いますけれども、町といたしましては、地元期成会とも

連携を取りながら、毎年度あるいはその都度、経営の事業要望を行ってまいります。 

 なお、期成会、町等で、それぞれ精力的に協力すると、自らできることは自らやる

といった姿勢で臨んでいきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  ただいま町長からの見解も伺いましても、ぜひとも今後ともよろしくお願いをし

たいと思います。 

 それでは、安心安全のまちづくりについて、２番目の項目であります、ちくちゃん

バスの活用について質問いたします。 

 本年４月より、ちくちゃんバスの運行が変わっております。なかなか成果と課題

というところはまだ難しいのかなというふうに思いますけども、現状でも結構です、

今どうであるかということについてお尋ねします。 

 議  長  企画課長 

 企画課長  お答えいたします。 

 地域巡回バスにおいて、買物や通院の利便性を向上させるため、運行ルートや便

数、バス停などを見直し、今年４月２０日から新しいダイヤで運行しております。 

 利用状況につきましては、７月末までの３か月程度のデータしかございませんが、

バス４台の合計で月平均９１８人、１日平均４２.７人の利用となっております。 

 参考ですが、昨年度令和２年度末で月平均９７７人、１日平均３９.４人ですので、

大きな増減は見られないというふうに思っております。 

 昨年度もそうですが、緊急事態宣言等で外出自粛期間もあり、これまでの通常利

用時期との利用者の増減の比較は難しいと思っております。 

 成果と課題ですが、バスの便数やバス停の増設により買物や通院などが便利にな

ったというご意見、隔日運行となり毎日の利用ができなくなったというご意見など、

いろいろなご意見をいただいております。 

 また、改正早々に一部のルートに遅延が生じましたので、時刻表の見直しも行っ
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ております。 

 利用者の方々にはご迷惑をおかけしている部分もあると思いますが、スタートし

たばかりですので、まだ成果と課題をまとめるに至らない状況です。 

 いろいろなご意見やデータによる検証を行っていきたいと思っております。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  ちくちゃんバスの運用については、これでいいというふうには、なかなかやっぱ

りならないと思います。 

 ただ、利用者がどこに行きたいか、どこで降りたいかという点のリサーチを定期

的に行っていただいて、今後ともより利用しやすいちくちゃんバスを目指していた

だきたいというふうに思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、このちくちゃんバスの活用で三並小学校の児童、特に長者町区の児童の登

下校にちくちゃんバスの利用ができないかという質問なんですが、長者町区から三

並小学校までの通学距離は、旧道付近から、お寺さんのところからだと大体約２.７

キロだったと思います。それから、３８６号線付近からだと約３キロメートルあり

まして、町内の他の小学校でバス利用が認められているところとほとんど変わらな

い距離があります。 

 また、通学途中は人や車の通りが少ない箇所があり、以前には不審者から声をか

けられたり、車に引き込まれようとした事案も起きております。 

 これらの状況から、特に長者町区児童の通学には交通機関利用の検討が必要では

ないかというふうに思っているんですけども、教育委員会として、通学時と登下校

時の交通機関の利用について、何か基本的な考えがありましたら教えていただきた

いと思います。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 文科省の調査、公立小学校、中学校の適正規模、適正配置等に関する手引によりま

すと、徒歩で通学する小学生の場合、通学距離がおおむね４キロ以内が基準と定め

られております。 

 この基準に従い、現在徒歩での通学となっておりますけれども、一部従来からの

路線バスを利用した通学を認めているということも事実でございます。 

 教育課としましては、通学時の交通機関の利用について利用制限する考えは持っ

ておりませんけれども、この４キロを基準として小学生の通学について検討してま

いりたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今、回答がありましたように、通学時の交通機関利用については一定の考え方が

あるということも分かります。 

 ただ、三並小学校区のように公共の交通機関利用が現状としてできない、また将

来にわたってもまず利用が見込めないだろうということになれば、やっぱり町とし

て何らかの措置が取られるべきではないかなと思います。 

 学校に尋ねましたところ、令和３年度現在、三並小学校の在校生７２名いて、うち

２４名が長者町区から通学をしているということです。 

 ３８６号線に近い地域には新築の住居も増えておりまして、今後も同校区で児童

数が多いのは長者町区であろうと推定されます。三並小学校の在校生が減っていく

んじゃないかというふうな心配も常時あるんですけども、この地区からの通学時の

不安を取り除くことで、三並小学校の在校生数の維持にもつながるんじゃないかな

というふうに私は思うんですけども、その点どう考えられますでしょうか。 
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 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、交通機関での通学ができれば、この地域は今後人口が

増える可能性のある地域であろうかというふうに考えますし、在校生の維持にもつ

ながるというふうな考えを持っております。 

 しかしながら、教育課として、交通機関などの新設については現在のところ考え

ていないというところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  そこで企画課のほうにお尋ねなんですが、ちくちゃんバスはやっぱり活用をたく

さんしてほしいと、そういう活用を広げる一方策としても、ちくちゃんバスの通学

時の利用が有効ではないかというふうに考えるんですけども、企画課としてはどの

ように考えられますでしょうか。 

 議  長  企画課長 

 企画課長  現在の地域巡回バスの運行ダイヤは通学利用を想定しておりませんので、運行時

間や乗車定員、バス停の場所、隔日運行など、利用できないのが現状だと思っており

ます。 

 ちくちゃんバスの活用という面からお答えをいたしますと、公共交通として多く

の住民の方々に利用していただくことが目的でありますので、通学利用についても、

三並小学校に限らず、必要に応じて検討していくことはできると思います。 

 その場合、バスの規模やルートなどの問題に加えて、基準となる距離や運行時間、

路線バスとの調整などの課題が生じることが予想されます。 

 路線バスや鉄道などを含め、公共交通の利用に関しましては、町の方針の検討を

踏まえ、公共交通活性化対策会議等において協議をしていくことになると思います。 

 議  長  寺原議員 

 寺原議員  今の両課からの回答をお聞きしまして、ちくちゃんバスの利用が絶対にできない

ということではないというふうな、私はそういう思いで聞いたんですけども、ただ、

やっぱり幾つも課題があるということも分かりました。 

 ただ、児童の安心安全を守るという観点は私は外せないという思いから、三並小

学校について今回こういう問題提起をさせてもらったところです。 

 今回の提起については、ぜひとも今後とも引き続き、このバスの利用だけでもな

いとは思うんですけども、引き続き検討していただくようにお願いしまして、私の

一般質問を終わります。 

 議  長  これで、１番 寺原裕明議員の一般質問を終わります。 

 休  憩  

 議  長  ここで休憩をいたします。 

 午後１時より再開いたします。 

（１２：０１） 

 再  開  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：００） 

 議  長  ９番 奥村忠義議員 

 奥村議員  それでは、早速でございますが、通告書に基づき一般質問に入らせていただきま

す。 

 まずは、ハラスメントの定義について述べさせていただきます。 

 ハラスメントは、いろいろな場面での嫌がらせ、いじめを言うそうです。その在り
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方は様々でございますが、他者に対する発言、行動等が本人の意図には関係なく相

手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えることを指すそうです。 

 その中でもパワーハラスメントについては、優越的なポジションの相手からの言

動、業務に必要相当である範囲を超えている、労働者の就労環境を害するとありま

す。 

 それでは、質問①の職場において、パワーハラスメントが発生したときは、本町と

しましてはどのような対応を早急に講じるべきとお考えであるのか、お尋ねいたし

ます。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  それでは、回答をさせていただきたいと思います。 

 まず、本町の取り組みについてご説明を申し上げたいと思います。 

 職員のハラスメント防止につきましては、年度当初に課長職等を対象といたしま

した協議、及び職員の個別パソコン上におけますフォーラム――一般的に掲示板と

いうふうに申し上げますが――を活用し、職場におけるハラスメントの防止及びハ

ラスメントに起因する問題が発生した場合の対応について、周知徹底を図っている

ところでございます。 

 また、筑前町職員のハラスメントの防止に関する規定におきましては、第３条か

ら第５条において、任命権者から職員に至る責務を明記しておるところでございま

す。問題が発生した場合には、その責務に応じ、必要な措置を迅速かつ適切に講じら

れるものと認識をいたしているところでございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  今、回答いただきましたが、課長の回答の中に、ハラスメントの防止に関する規定

においては任命権者から職員に至る責務を明記しておりとありました。 

 ところが、責務を明記していても、そのことを認識していない職員がいるから、本

町に限ったことではないと思いますけれども、ハラスメントを起こす人、また理解

していない人に限っては何度も同じことを繰り返す人もいるのではないかと考えら

れます。 

 それでは、何度注意しても再度同じ行為や似たような行為を繰り返した人物に対

しては、どのような処分が妥当だとお考えかお尋ねします。私は何らかの処分があ

って当然だと思いますが、どのような考えをお持ちかお尋ねいたします。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答え申し上げたいと思います。 

 先ほども申しましたように、ハラスメントの防止に関する規定において、相談ま

たは苦情に対するため、相談窓口を設置いたしております。 

 相談員は、事案の事実関係を調査及び確認を行い、ハラスメント苦情処理委員会

として事実認定等がなされれば、任命権者に報告をし、必要な措置がなされると認

識をいたしているところでございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  パワーハラスメントにもいろいろあると思います。例えば、パワーハラスメント

には付き物のどなり声などは大変聞き苦しく、周りにいる人たちも迷惑されている

ものと思います。 

 その周囲の人たちに迷惑が及ぶかもしれないといったことについては、どのよう

なお考えをお持ちか。また、どんな部署でも扉一枚隔てて隣室があることはご承知

のとおりですが、そこで何度もどなり声を発生していた場合のことを考えますと、

周囲に与える影響についてはどのように思われますでしょうか。見解をお尋ねいた

します。 
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 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えいたします。 

 職務上の地位や人間関係など、場合によっては先輩、後輩の間や同僚間での人間

関係、専門知識、経験の有無によるものなど、様々な優位性を含む職場内での優位性

を背景に、職務上の必要な指示や注意、指導を不満と感じたりする場合でも、業務上

の適正な範囲で行われる場合、パワーハラスメントには当たらないことを踏まえて、

業務の適正な範囲を超えて精神的、肉体的苦痛を与えたり、職場環境を悪化させる

行為の事実認定があるならば、所属長を通じて適切な措置がなされるものと考えて

いるところでございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  所属長を通じての適切な措置がなされると回答されましたが、そこのところ、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、次の②の職場内人権研修の在り方についてお尋ねいたします。 

 職場内人権研修は、年に何回、どのような形で行われているのか。また、研修は十

分に生かされているとお思いでしょうか。研修を無駄にしないためにも、細部にわ

たり周知徹底をされるべきだと私は考えますが、執行部においてはどのような考え

をお持ちかお尋ねいたします。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  職場内の人権研修の在り方についてのご質問かというふうに考えております。 

 この研修の在り方につきましては、令和２年度の実績をベースにお話をさせてい

ただきたいと思っております。 

 研修につきましては、階層別に分けた職員研修、管理職または一般職員研修、新規

採用職員研修、人権コーディネーター養成講座、会計年度任用職員研修、若年層職員

研修を実施いたしたところでございます。 

 令和３年度におきましても、同様な研修を実施する計画でございまして、コロナ

の影響で一部延期となっている講座もございますが、引き続き実施をする予定で考

えているところでございます。 

 人権に対します理解や認識が深まっているものと考えております。 

 また、新たな取り組みといたしまして、正規職員を対象としました、コミュニケー

ション及びハラスメント等研修を計画し、さらなる意識の高揚を図っていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  この職員研修が十分に生かされることを願いまして、次のセクシュアルハラスメ

ントの質問に入らせていただきます。 

 セクシュアルハラスメントの定義は、性的な冗談を言う、デートへの執拗な誘い、

性的体験を話す、聞き出す、体に触れる、わいせつな映像や写真を見せる、強制性交

等とございます。 

 そこで、職場内において考えられるのがデートへの執拗な誘いと体に触れる、こ

の２件が多分多いと思います。 

 それから、項目にはございませんが、プレゼントを無理に渡したりすることも考

えられます。 

 このような身勝手な行為は、先ほどの課長の言葉にもあった優位性を背景にした

ものが多く考えられます。相談する相手のいない独身女性、またご主人や子どもの

いる主婦の方については、夫に疑念を抱かせ、平和な家庭の崩壊にもつながりかね

ない、相手のことを全く考えていない迷惑極まりない行為だと私は捉えます。 

 このことについての見解をお尋ねいたします。 
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 議  長  総務課長 

 総務課長  回答いたします。 

 まず最初にお断り申し上げておきますが、このような案件についてはあってはな

らないことだと私自身認識をいたしているところでございます。 

 職場におけるセクシュアルハラスメントは、男性も女性も、加害者にも被害者に

もなり得る問題でございます。 

 事案が発生した場合には、先ほどからも回答させていただいておりますように、

その責務に応じ必要な措置を行う所存でございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  責務に応じ必要な措置を行う所存と、何かございましたときにはこのことを期待

いたしまして、次の質問に入ります。 

 会計年度任用職員の方々は、職員に対して、自分たちは弱い立場にあると感じて

いる人が多数いるものと思われます。一人になるのを見計らってデートの誘いや、

体を触るなどの行為に対して、何も言えずにじっと我慢している方が職場内にいる

としたら、相談しやすい環境を設けるなどして、転ばぬ先の杖と申しますか、こうい

ったことわざがありますように、何らかの対策を講じていただくことをお願いいた

しまして、次の質問に入ります。 

 まず、セクシャルハラスメントについての考えを問うといった件に関しましては、

筑前町職員のハラスメントの防止に関する規定で、相談員は必要に応じ第三者機関

の専門家を加え、相談等に対応できるものとするとあります。最初からこのことに

ついては第三者を加えると明記できないものなのか。この件につきましては、職場

には会計年度任用職員の方もいれば、派遣社員の方もいらっしゃいます。この方々

が何がしかの迷惑行為を被っているとしたら、さっき言った相談しやすい環境と重

複しますが、最初から身内で相談員を固めるのではなく、第三者の専門家の方を加

えると明記をしたら、もっと相談しやすくなるのではないかと考えられます。 

 このことについての見解をお尋ねいたします。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えいたします。 

 相談窓口は、相談受付の第一段階、第一歩でございます。いつでも対応可能な状態

にしておく必要があると考えているところでございます。 

 また、相談員については、相談内容を正確に記録し、相談員が勝手な手心を加える

ものではございません。事案の事実関係の調査や確認を行い、場合によっては専門

家の助言を受けるなどして対応するものとしております。 

 規定では、ご指摘のように、必要に応じ第三者機関の専門家を加えることを可能

といたしております。明記するまでもなく、相談しやすい環境設定に今後とも努力

をしていきたいというふうに考えております。 

よろしくお願いいたします。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  こういう規定を知らない方もたくさんいらっしゃると思います。 

 そこで、今おっしゃられたように、相談しやすい環境設定に努力したいと考えま

すということでございますので、そこのところよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、次の２．（１）学校給食調理員の適正な人員の配置についてでございま

すが、文科省の基準による適正な人員は、生徒数に対して何名の調理員が適正な人

員であるとうたってありますでしょうか、お尋ねします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 
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 学校給食調理員の定数については、昭和３５年１２月１４日付、文部省体育局長

通知において、学校規模に応じて学校給食調理員数の基準が示されております。 

 また、昭和６０年１月２１日付、文部省体育局長通知において、地域や調理場等の

状況に応じて弾力的に運用することとされているところでございます。 

 教育課としましては、各学校、現行の人数で適正に運用なされているものという

ふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  これに対しては一概には言えないと思いますが、私が勤めておりました頃には、

大体文科省の規定では、１人につき約２００人となっておったと記憶しております。 

 ただ、一概に言えないと申しましたけど、三並小学校みたいに生徒数が少ないか

ら、１００人に満たないから１人でやっていけばというのは到底無理な話でござい

ます。 

 そこで、現場で働いてある会計年度任用職員の方から人数が多過ぎる、現在の業

務内容であれば職員も含め５人もいれば十分なところに７人が毎日の業務に従事し

ている、税金の無駄遣いではないかとの内部からの声に対しては、どのような見識

をお持ちかお尋ねいたします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたとおり、現行の人数で適正な運用をなされているものと

いうふうに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  現行の運用で適正な人数とおっしゃってますけど、内部で働いてある方が５人も

おればいいとおっしゃってあるんです。だから２人が無駄だと。これが外部から言

われてあるんであれば課長の意見にも納得しますけども、これ内部の意見なんです。

私は、だからこのことについてどうだと今お尋ねしとるところであって、例えば、議

員が多過ぎると１人や２人はそんなに仕事をしなくても現場は回っていきます。回

っていくけれども、真面目に一生懸命働いている側からすれば不満が出ても当然の

ことだと考えられます。こういったことから、トラブルが生じることも不思議では

ないかと思います。 

 また、これは昨日の新聞でございますけども、その中に、不合理な同一労働、同一

賃金の件が昨日のこの西日本新聞に掲載してありました。 

 このことについては、どのような対応を講じておられるのかお尋ねいたします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 各学校の状況を、まず報告させていただきたいと思います。 

 夜須中以外は民間委託をしておりますけれども、三輪小が９名から１０名、それ

から東小田小が６名、中牟田小が５人、それから三並小が２から３名です。三輪中が

５名で運営をしておるところでございます。 

 これと比較しましても、夜須中の６から７名については適正な人数であるという

ふうに判断をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  どれだけ現場のことを知っておられるか、ちょっと私は疑問に思います。三輪小

の人間、三輪中の人員、これは毎日が働いてある方じゃなくて契約されてある方々
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と思います。今、夜須中では毎日７名が入っているんです。総人員は１０名ぐらいに

なるんじゃないかなと私は思う。そこのところの数はっきりしてはいませんけども、

そう思っています。だから、毎日の７名が多過ぎると言っているんです。毎日の業務

は５名いれば回ると、それでローテーションを組まれてもいいと、私はそういうこ

とを申し上げておるんであって、その学校にどれだけの方が契約してあるかを言っ

ているのではございません。 

 それと、新聞に掲載してあった同一労働、同一賃金に対しての回答もお願いしま

す。 

 議  長  教育長 

 教 育 長  私のほうから回答したいと思います。 

それぞれの学校の状況に応じての人数については具体的には回答できませんけれ

ども、先ほど課長が申したように、人数についてはそれぞれの学校の状況に応じて

配置しておりますし、大きな問題はないというふうに考えております。適正に配置

をされているというふうに思います。 

 今後については、再度、現場の状況を総合的に判断し、検討はしてまいりたいと思

います。それから、同一労働、同一賃金の関係については、教育委員会としてはちょ

っと答えられません。 

 以上で回答といたしたいと思います。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  同一労働、同一賃金についての考え方を少し述べさせていただきたいと思います。 

 今、国のほうでは、同一労働、同一賃金に向けて様々な改善過程の途中でございま

す。行政におきましても、会計年度任用職員の制度導入もまさにこの一環だと言え

ます。従来、臨時職員等々については、期末手当等々も支給されておりませんでし

た。 

 しかしながら、同一労働、同一賃金の理念の下に、一歩でも改善するという意味合

いで、昨年度からこういった制度が導入されたわけでございます。 

 でも、まだまだ社会にはそういったことが浸透しておりませんし、法律も一概に

翌年度から同一労働、同一賃金にやっていけるというものではないということは理

解していると思います。 

 と同時に、同じ職員で同じ職務をしておるようであっても、やはり責務の問題が

ございます。その職員と会計年度任用職員との差には責務というものが伴います。

精神的な心労が伴います。そのことも含めて総合的に判断しなければならないと考

えるところでございます。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  今、町長がおっしゃることは、私も十分理解しておるつもりでございます。 

理解したうえで私の知る限り、またそこで働く人たちの意見を聞きましては、さ

っきも申したように、一生懸命働く人と、全くとは言いませんがほとんど仕事をし

ない人の賃金格差があまりにも出て、そこでやっぱり何かの意見を言いたくなりま

すよね。そうすると、やっぱりそれに対してトラブルが生じてくる、いろんな問題が

発生してくると、私はそこら辺を強く言いたいわけでございまして、今、町長がおっ

しゃったことは十分理解しております。だから、そのことについて、どういうふうに

改めていかれるのかをちょっとお尋ねしたいところでございましたけども、これ以

上言っても無駄のようでございますので、これはここでやめます。 

 最後に、ハラスメントについて、この件に関しまして、任命権者の立場から、町長

の意見をお伺いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 
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 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

 基本的には、今、総務課長が説明いたしました具体的な内容でございます。十分協

議のうえで、私の代弁として総務課長がご回答しておりますので、そのことをお含

みいただきたいと思います。 

 当然、ハラスメント、様々にございます。でも、我々任命権者として思うことは、

優越的立場にあることを前面に出したハラスメントが許されないということであり

ます。 

 職員も様々におりまして、私も首長という立場にございますので、命令系統の権

限を持っております。したがいまして、職員に対して、課長に対して、優越的立場に

あることは間違いございません。課長も、部下の職員に対してはやはり命令系統も

ございますし、優越的な立場にあることも間違いないと思います。 

 と同時に、このハラスメントの何といいますか思いとすれば、逆ハラスメントも

あるわけです。団体をもって上司に対してハラスメントを行うと、そういったこと

もやはりハラスメントだと言えると思います。例えば上司の命令を全く無視してし

まう、それを団体で無視してしまう。それは逆ハラスメントだと言えると思います。 

 ですから、私どもが職員に対して、また、議員も職員に対して優越的立場にありま

すので、そこはやはりハラスメントを注意しながら接する必要があると、これは私

と同じ立場でございますので、そのように認識するところでございます。 

 以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  今、町長の言葉の中に、議員も優越的な立場にあるとおっしゃられましたが、その

点は十分気をつけていきたいと思います。 

 それでは、この件を終わりまして、次の３．（１）生活困窮世帯への支援について

の質問に移りたいと思います。 

 コロナ禍で第１期、２期では、お米券の配布等がございましたが、生活困窮世帯へ

の支援について、困窮者についての支援策を何か講じてあるのであればお聞かせ願

いたいと思います。 

 議  長  こども課長 

 こども課長  お答えします。 

 筑前町では、現在のコロナ禍においての支援として、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用し、育ち盛りの子どもたちの食の応援事業として、

お米等を配布する予定であります。 

 また、社会福祉協議会が、コロナ禍における貸付けも行っており、そのほかにも、

農林水産省では、政府米の備蓄米の無償交付、その他の企業での支援等をされてい

るところでございます。 

 筑前町では、筑前町みんなでつくる郷づくり交付金事業を使って、中牟田地区の

中でボランティアの方々が食事の提供などを行っているところです。 

 以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  それでは、まだ生活困窮世帯の支援については、特別な考えはないと理解してよ

ろしいんでしょうか。 

 では、その次に入ります。 

 こども食堂の関連については、私は過去に３度質問しております。その中で、中牟

田校区におきましては、こども食堂、私どもは「ほとめき」というような名前をつけ

て呼んでおります。中牟田では、「こども食堂ほとめき」とつけていますが、「ほとめ
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き」を発足して５年が経過いたしました。会長をはじめとしたスタッフの方々に、心

から敬意を払いますとともに、これからも温かいまなざしで子どもたちを見守って

いただきますことをお願いする次第でございます。 

 今年の夏休みは、このコロナ禍の中でございますが、４回実施しております。 

 その中で、８月１１日の土曜日のことをご紹介させていただきますと、この日の

天気は大雨で、午前中はそうなかったかと思いますが昼ぐらいから本当に大雨でし

た。その日の献立が唐揚げでございました。公民館がコロナで使用できないので、広

場の倉庫をお借りして、雨の中決行いたしました。もちろん、テイクアウトでござい

ます。コロナが落ち着くまではテイクアウトでの実施をする予定でございますが、

雨のそぼ降る中、小学校低学年の子が２人連れで傘を差して訪れますと、スタッフ

の中から「やってよかったね。１人来ようが、１０人来ようが、そのためのこども食

堂やもんね」といった声が聞かれました。私はうれしく思いました。ふだんは２０人

から３０人ほどの子どもが来てくれるのでありますが、その日の来訪者は１５名で

ございました。 

 それでは、過去の質問の回答についてお尋ねいたします。回答の中に、関係機関と

の連携を取りながら食の確保や各種支援は個別対応している、直接食事を食べさせ

るなどの経済的支援も行っているとの回答が、この２点がございましたが、このこ

とについて、具体的に今現在はどのような取り組みがなされているのかお尋ねいた

します。 

 議  長  こども課長 

 こども課長  お答えします。 

 先ほど述べましたように、関係機関との連携をしながら交付金等を活用して個別

に対応しているところでございます。 

 また、食事の支援につきましては、議員がおっしゃられましたとおり、中牟田地区

で行っていることを把握しておりますが、そのほかで個別に把握をしておりません。 

 以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  このときは中牟田でやっていることと話が違っていたと思うんですが、それにつ

いてどうのこうの言っても始まらないので、ここは控えておきます。 

 子どもの貧困率は、厚生労働省の国民生活基準調査によると、２０１８年は１３.

５％、７人に１人でございます。ひとり親世帯は４８.１％で、そのうちの母子家庭

の８６.７％の方が生活が苦しいと回答されております。 

 国連児童基金ユニセフが、子どもの貧困がコロナ禍の前を上回る水準が続くとの

報告書を発表しております。 

 本町においては、今現在どのような状況にあるのかをお尋ねいたします。 

 議  長  こども課長 

 こども課長  お答えします。 

 現在、筑前町の子どもに支援が必要な困窮世帯についての定義がありませんので、

考え方が難しく、一般的には生活保護世帯や母子家庭、父子家庭等の低所得世帯、社

会福祉協議会の貸付け世帯、教育関係の要保護、準要保護世帯など、対象とする幅が

ちょっと大きくなっております。 

 また、以上の世帯は、町や施設等に届出や申請がなされている場合であり、実際に

は所得があってもネグレクトや遊戯費等に使われる方などで生活困窮とみなされて

いない方もあります。正確な人数は把握できておりません。 

 また、支援については、町に申請がなされなければ、担当課部署で手当や減免など

による措置をされているところです。 
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 以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  要するに、今、まだ町では、この部分について、こういう支援策はまだ何も講じて

いないというふうに取られますが、それでよろしいんですね。 

 では、次のこれも前回の回答でございますが、町長の過去の質問に対しての回答

の中に、今の段階では新たなこども食堂をつくる考えはない。まずは、中牟田校区を

しっかりと定着していただき、その次の段階として、様々なことを考えるべきでは

なかろうかと思っていると回答しておられます。 

 今、中牟田校区も５年経過いたしました。その次の段階に入っていい時期ではな

かろうかと思っております。 

 また、コロナ禍の中での新たな支援策を何かお持ちであれば、お聞かせ願います。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

前回お答えいたしましたように、非常に貴重な尊い活動をしておられると、中牟

田地区については思っております。その分については、企画課等の事業を活用して

いただいて、その事業費等の一部に充当していただいたということでもございます。 

 と同時に、この問題は私もいろんな首長等々にどういった対応をしてあるのか尋

ねることもございます。この近隣の自治体、例えば筑紫地区等々の自治体等々につ

いても、やはりこども食堂そのものに直接助成をしている、あるいは自治体が運営

をしているということはございません。今の段階では。そういったことで、そこまで

というか、そこにはまだまだ事業を実施していない。ただ、社協等を通じて一部助成

金等をいろいろ交付されている自治体もあるようでございます。 

 町といたしましては、このコロナ禍において新たな貧困層も生まれていると認識

しております。失業によって様々に職をなくした人、あるいは子どもたちが休校せ

ざるを得なくなってその分働けなくなり収入が減少した人、様々な方々が、今、生ま

れつつあると認識しております。 

 したがいまして、そういった手だては基本的に国でやっていただきたいと思って

おりますけれども、町でやれることは、先ほど、こども課長も説明いたしましたけれ

ども、米等の配布とか、あるいは以前にありました野菜等の配布、それからそれぞれ

失業者に対する支援、そういったものを重点的に今の補助金等を活用してやってい

きたいと思っております。 

 こども食堂についても十分な関心を持って臨んでまいります。他の自治体とも参

考にしながら進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  私としましては、他の自治体、いろんなところに先駆けても、この筑前町でやって

ほしいと願っております。 

 そこで、ちょっと今までとは質問の内容を変えまして、行政に支援策としまして

お願いしたいのが、筑前町の飲食店関係者の方に協力をいただいて、月に一度でも

構わないので、子どもに無償で食事を提供していただくことができるような業者の

方がいないか。また、こういった協力店が数店あれば毎週どこかで食事を取ること

ができる、栄養を取ることができる。もちろん、そこには、さっき町長の言葉にあり

ましたように補助金が必要になってくるかと思いますが、年間を通じてそんな大き

な金額になるとも思いません。 

 ただ、１店につき３０人程度、今のこども食堂で大体平均して２５人ぐらいです

か。３０人程度のテイクアウト形式であれば、経費もそんなにかからないで済むの
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ではないかとも考えられます。 

 そこには、もちろんパン屋さんも加えていただいて、無償でパンを持って帰って

もらうとかを加えていただいての検討をお願いしたいのですが、そこのところにつ

いての見解をお尋ねいたします。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

 そういったこども食堂関連につきましては、ほとんどＮＰＯとかそういったボラ

ンティア団体が実施しておられ、より緻密な、子どもたちの気持ちに沿った、単なる

食べ物だけの問題ではないということで取り組んでおられる事例が多いと認識して

おります。 

 したがいまして、まさにこういったボランティアとか、そういった方々がより充

実した形で運営されることを希望します。と同時に、うちのほうはやすらぎ荘さん

が運営しておられます、森山地区のところにパン屋さんがございます。かなり廉価

で、私が聞きますところ、ある工場が毎日無償でできる分についてそこまで持って

きていただいて、非常に廉価で、まさに人件費だけで販売をしていただいていると

いうことでございます。 

 ああいった企業が多く出ることを期待するところでもございますし、あそこを大

いに活用していただくことも一つの方法だろうと思っております。 

 よろしくお願いします。 

 議  長  奥村議員 

 奥村議員  あそこのパン屋さんは私も知っております。知っておりますけど、もう午前中で

ほとんど売り切れの状態とか、そういうことも聞いております。 

 私も一度行って買ったことがあります。それも朝９時ぐらいでした。でも、ほとん

どの人に聞いても午前中で売り切れるとか品物がないとか、そういうお話を聞いて

おります。 

 また、そういう工場のほうから、そういうふうなパンが多く来れば、本当にそれに

越したことはないかと思いますけども、こういうお店がほかにできるとは到底考え

られませんので、何か町として対策を、生活困窮世帯における子どもたちを救う手

だてを何か考えてほしいと願っております。 

 最後でございますが、筑前町の子どもたちが将来に向けて大きく羽ばたいていけ

る、夢を追いかけることを希望いたしまして、私の一般質問を終わります。 

 議  長  ここで、９番 奥村忠義議員の一般質問を終わります。 

 休  憩  

 議  長  ここで休憩をいたします。 

 １時５５分より開会します。 

（１３：４４） 

 開  会  

 議  長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：５５） 

 議  長  １２番 河内直子議員 

 河内議員  すみません、眼鏡をすると曇るのでマスクを外させていただきます。 

 通告に基づき、順次質問させていただきます。 

 今回は、安心安全のまちづくりについて、子育て応援のまちづくりについて質問

します。 

 まず、これまで一般質問で取り上げてきた課題についての、その後の進捗状況に

ついて３点お尋ねします。 
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 １点目に、学校給食費の公会計化についてお尋ねします。 

 給食費の公会計化については、平成３０年第２回定例会の折に一般質問で取り上

げてきたところです。 

 平成２９年に、文部科学省が学校における働き方改革に関する緊急対策の中で、

教員の事務負担軽減策の一つとして、学校給食費公会計化の推進が掲げられている

ことを申し述べ、公会計化についての教育課の見解をお尋ねしたところ、当時の教

育課長の答弁は、平成３０年３月に福岡県教育委員会でも教職員の働き方取組指針

が策定され、その中に、教職員の長時間勤務縮減に向けた業務改善策として、学校給

食費の公会計化の推進が掲げられており、町としても学校給食費の公会計化が教職

員の負担軽減の一つになるものと考えている。公会計化への推進にあたってはシス

テムの導入や新たな職員配置が必要となってくる。今後、公会計化については、県の

情報提供や、他自治体の動向を注視しながら研究していく必要がある。という答弁

でした。 

 さて、あれから３年以上が経過していますが、学校給食費の公会計化について、今

後の方向性はどうなっているのか、また、この３年間の取り組みも含めてお尋ねを

いたします。 

 議  長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 学校給食費の公会計化の見込まれる効果としましては、教員の業務負担の軽減、

保護者の利便性の向上、徴収管理業務の効率化、効果的な徴収による滞納の減、給食

の安定的な実施・充実、透明性の向上、不正の防止が考えられております。 

 本町の給食費徴収の現状でございますけれども、公会計化には至っておりません

が、令和２年度から全ての児童生徒を対象に、口座振替による徴収を行っていると

ころでございます。 

 ネットバンキングを利用した引き落とし、また、徴収システムは請け負っていた

だいた金融機関からの無償対応、それから引き落としの手数料は無料としていただ

いているところでございます。 

 本町では、現行の口座振替による徴収により、冒頭に述べました見込まれる効果

については、一定成果を上げていると判断をしておるところでございます。 

 特に、主たる目的である教員の業務負担の軽減につきましては、大きな成果を上

げているのではなかろうかというふうに考えているところでございます。 

 次に、公会計化を導入する場合は、２点課題があると考えております。 

 １点目は、前回の答弁にもあったように、職員体制の整備、システムの導入などが

必要となって、新たなポストが発生するということ。 

 ２点目が、学級費や修学旅行の積立金等を給食費と併せて徴収をしておりますけ

れども、給食費を公会計化する場合、これを切り離す必要がございます。給食費は町

で徴収、学級費や修学旅行の積立金等は学校で徴収するということになりますので、

効率性は低下するものというふうに考えております。 

 今後も、前回同様、県の情報提供や他自治体との動向を注視しながら進めてまい

りたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  もう３年以上も過ぎていて、変わらない、口座振替になっただけということで、少

し残念に思っています。 

 文部科学省、県の教育委員会も推進している学校給食費の公会計化です。一日も

早い取り組みを進め、教職員の負担軽減につなげてもらうことをお願いし、次に進
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みます。 

 次に、野町の通学路のグリーンベルト設置についてお尋ねします。 

 通学路のグリーンベルト設置については、令和２年第４回の定例会においてお尋

ねをしてきたところです。 

 先日、たまたま、原地蔵の元区長さんとお話する機会がありました。 

 その折、県道は原地蔵の子どもたちも歩いて登下校している子がいる。町にも要

望したし、県のほうもグリーンベルト設置の方向に動いているというお話を伺いま

した。 

 昨年１２月以降、どのような協議を行ってきたのか、お尋ねをいたします。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 グリーンベルトの設置のご質問につきましては、議員が先ほど言われましたよう

に、令和２年の第４回１２月議会の一般質問の回答におきまして、お答えをさせて

いただいたところでございます。 

 そこで、県道女男石野町線につきましては、道路管理者が朝倉県土事務所になり

ますので、改めて県のほうにお聞きしたところでの回答になりますので、よろしく

お願いいたします。 

 その後の経過でございますけれども、この場所は学校の通学路の危険箇所として

もグリーンベルトの検討案として報告が上がっておりました。 

 正式に地元の要望としては上がってないというふうな状況でございましたので、

町のほうからも昨年１２月議会終了後、早々に当時の地元区長を通じ、ご意向等の

確認をさせていただいたところでございます。 

 地元のほうとしましては、もともとこの道路狭小部の改良を、以前からご要望さ

れております。県の計画時期も不明であるということからも、地元のほうで十分ご

協議をされまして、当面改良計画が具体化するまでの間、地元の交通安全対策のた

めには早急に実現してほしいというふうなことのようでございましたので、今年の

１月に入りまして、５日付で正式に地元のほうから要望書として提出がされており

ます。 

 その後、町のほうから県に対しまして、地元要望の進達もさせていただいており

ます。 

 今年度、県のほうにグリーンベルト化についてお伺いしますと、現在警察署のほ

うと協議を進めながら、本年度計画で工事が予定されておるということをお聞きし

ております。 

 しかしながら、本年、ご承知のように８月の大雨の影響で、管内もかなり被災をし

ております。今後、特に大きな被害等なければ、年度中には計画どおりグリーンベル

トは施工可能であるというふうな回答もいただいております。一つの働きかけの成

果だというふうに思っております。 

 今後、施工時期が決まれば、町や地元のほうへご連絡をさせていただきたいとい

うことも伺っておりますので、町としましても、引き続き、地元や関係機関と連携し

ながら安全安心な道路づくりに取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  幅員の狭い県道女男石野町線は、コンクリートミキサー車、大型ダンプカー、大型

トラック等が頻繁に行き交っています。建設課も災害復旧で大変なときでしょうが、

子どもたちが事故に巻き込まれることのないよう、早めの対応をお願いし、次に進

みます。 
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 次に、みなみの里の炭焼き窯についてお尋ねをします。 

 この炭焼き窯については、これまでも幾度となく質問させていただいています。

その都度、みなみの里のコンセプトである昭和３０年代の農の暮らしをイメージし

たもの、窯については地域住民の方々に大変な努力をいただき、まさに規格品でな

い手作りの代物と、当時の課長も町長も答弁されていました。 

 平成３０年第２回定例会の折には、みなみの里の隣接地に、今後、道の駅観光いち

ご園が計画されているので、それらを含め総合的に施設にふさわしい利用方法を検

討したい考えと答弁されていました。 

 さて、実際、観光いちご園、道の駅が建設されました。何と炭焼き窯は跡形もなく

消え去り、喫煙所となっています。努力していただいた地域住民の方々に何といっ

て説明したのか。果たしてこれが施設にふさわしい利用方法と言えるのか、見解を

お尋ねします。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えをいたします。 

 みなみの里の炭焼き窯につきましては、議員おっしゃられましたとおり、制作さ

れた方々の思い、あるいは昭和３０年代の農村イメージに合致した施設でもあり、

何とか活用し、存続の方策を探っておりました。しかし、建築基準法に照らすと、違

法建築のおそれがあるということで、小屋の部分の撤去が先に行われた後、窯のみ

の状態となっておりました。その後、炭焼き窯自体の傷みが増して、非常に危険な状

態ということで、窯のほうも令和元年に解体がなされているところでございます。 

 以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  町長にお尋ねします。 

 「とかいなか」を目指す町として、昭和３０年代の農の暮らしをイメージした風物

詩が次々となくなっています。みなみの里の炭焼き窯、安の里公園の水車も取り壊

し再建はしない。田舎というイメージがどんどん薄れていくような気がしてなりま

せん。 

 都会の喧騒から逃れ、立ち寄った筑前町で、昭和の時代のシンボル的な建造物を

目の当たりにしたとき、なぜかほっとした気持ち、穏やかな気持ちにさせてくれる

のではないでしょうか。 

 炭焼き窯撤去についての町長の見解をお尋ねします。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

 今、議員の質問のとおり、本当にあの風情が象徴できるような炭焼き窯でありた

いという思いでございました。地域の方々もしっかり努力をされて、手作りでつく

っていただきました。実際、窯でまきを焼いてみますと、どうしても煙がはびこって

しまって、地域の方々の洗濯物等々に悪影響を与えるということで、やむなく窯た

きをやめまして、そしてその後、県のほうから建築基準法に抵触するということで、

小屋を撤去せざるを得なくなりました。その後については、今、農林商工課長が説明

したとおりであります。 

 ぜひ、今、議員が言われましたように、一番シンボリックな場所でもございますの

で、十分な今の意見等を参考にしながら、今後検討していきたいと思います。あくま

で町の施設でございますので、町が主体となって考えるべきだと思います。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  では次に、安の里公園の管理についてお尋ねをします。 

 安の里公園の北東側に張ってあった防護ネットが、随分長い間、破れて垂れ下が
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った状態になっており、放置されたままになっています。 

 防護ネットを設置したのは、安全上危険と判断し設置したと思います。 

 安全面のうえでも一日も早い改修が望まれるところですが、改修の計画はあるの

か、お尋ねをいたします。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 安の里公園の東側から北側の一帯に設置しています、昔はオレンジ色の防護ネッ

トでございましたけど、これは危険というようなことではなく、秋になりますと公

園内の落ち葉が風で吹かれまして近隣の住宅の中に入り込むという苦情がございま

して、飛散防止用に緊急的に設置しておりました。 

 しかしながら、この防護ネットがナイロン製なものでございまして、劣化により

垂れ下がったり、破断していたということでございます。 

 なので、昨年から２か年計画で、高さ１.５メートルの金属製のブロンズフェンス、

こちらで改修工事を行っているところでございます。 

 まず、昨年、東側の６０メートルを改修しておりまして、今年度は北側へ向けて残

りの７０メートルを改修します。 

 もう工事のほうに着工しておりまして、今月中には完成をする予定です。 

 今後、金属製フェンスに改修したことによりまして、長寿命化が図られているも

のでございます。 

 以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  壊れたネットを放置しておくのはどうかなと思います。改修するということです。

その前にネットの撤去をお願いし、次に進みます。 

 次に、子育て応援のまちづくりについて、保育所の新設についてお尋ねします。 

 朝日東交差点付近に新しく保育所を新設し、来年４月開設予定と伺っています。

角にあったクリーニング店は撤退したものの、それから先、一向に進んでいないよ

うに見受けられます。本定例会の令和３年度一般会計補正予算（第６号）でも、児童

措置費の中に、私立保育所運営費負担金事務として１,５００万円を超える追加補正

が計上されています。このままで、来年４月の開設は大丈夫かと、とても心配です。 

 これまでの経緯と今後の具体的な計画はどうなっているのか、お尋ねをいたしま

す。 

 議  長  こども課長 

 こども課長  お答えします。 

 質問されている保育所につきましては、令和４年４月１日に事業者が認可保育所

を開園する予定でございます。今年６月１０日に国からの交付金の内示を受け、運

営事業者主導で建築確認申請や入札準備を行い、８月２５日に入札が終わったばか

りです。 

 契約の締結が終われば、９月の下旬ぐらいから建築工事の準備に入り、令和４年

２月には保育園が完成する予定です。 

 園児の収容については、６０名定員となり、本年１１月からこども課のほうで入

所申請を受け付け、児童の受入れ調整を行う予定になっております。 

 以上です。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  定員は６０名ということです。仮に６０名入所したとして、待機児童の解消につ

ながるのか、お尋ねをいたします。 

 議  長  こども課長 
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 こども課長  お答えします。 

 新設の保育園が６０名定員ではありますが、弾力運用が可能であれば、受入れが

１２０％以内で調整することができます。 

 また、企業主導型保育所の開設や、依井の幼稚園跡に新たに保育所が開園します

ことで、令和４年度は１００名程度受入れが増になる予定でございます。 

 ただし、待機児童が１歳に偏っていることや、今後掘り起こしが出てくることを

想定すると、待機児童を減らすことはできますが、解消までは難しいと考えられま

す。 

 今後も待機児童解消に向けて努力していこうと思っております。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  依井にある大念寺中央幼児園が来年３月３１日をもって閉園されるそうです。大

念寺中央幼児園の定員は３０名と伺っています。３歳以上の保育料無償化に伴い、

これからもますます保育の需要が多くなっていくのではないでしょうか。 

 幸い、大念寺中央幼児園は、長年美和みどり保育所で保育に携わってこられた山

本洋子先生が、民間の保育所そらまめ保育園として再生を図られ、来年４月１日か

ら開園していただけるそうです。同じ４月１日に開園されるところはもうチラシも

できています。大丈夫でしょうか、本当に。 

 そういった民間の保育所、保育園の力もお借りして、今後とも一人も待機児童を

つくらない保育行政をお願いし、私の一般質問を終わります。 

 議  長  これで、１２番 河内直子議員の一般質問を終わります。 

 休  憩  

 議  長  ここで休憩をいたします。 

 １４時２５分、再開します。 

（１４：１６） 

 議  長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１４：２５） 

 議  長  ３番 持山 幸議員 

 持山議員  通告により質問します。 

 まず、質問の前に一言。新型コロナウイルスによる感染拡大が続く中、外出もまま

ならず、行動も制限され、収入が減少したと悔やまれる方、また、今年入学した大学

生が、学校にも行けずオンライン授業ばかりで、部屋からも出られず友達もなかな

かできないので、鬱になりかけて、家に帰りたいと何度も電話をしてきたそうです。

盆になり７月にやっと帰ることができ、今では生き生きとしていますが、またアパ

ートへ帰るときを思うといたたまれませんでしたが、先日学校が始まったそうで安

心しました。早く終わることを祈りながら質問に移ります。 

 以前にも質問しましたが、少子高齢化による後継者不足、また人手不足の波がそ

こまで押し寄せてきています。高齢により離農と思っても、引き受ける人がなく、無

理をして農業を続けていかなければならず、ましてや山手の農地の畦畔の草刈りは

相当な負担になっています。このまま何もしなければ、近い将来、放棄田になるのは

必至です。 

 一人の方から、農業をやめたいので引き受けてくれないかと相談がありましたが、

私は小狭ちが多く大変だから少し考えさせてくれと保留しながらほかを探しました

が、圃場が狭く、住宅地の中にあるため、ほとんどの人が断られました。もう少し引

き受け手を探してみますが、若い方や農業者に聞きますと、やはり畦畔の草刈りが

ネックになっています。草刈りがなければもう少し引き受けてもいいと言われます。 

 現在、区のため池の草刈りを年３回ほど行っていますが、非農家の方々も多く参
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加されています。今後、この方々の手を借りるための方策を考えていかなければな

らないと思います。 

 しかし、今の営農生産組合では、生産者がばらばらであり、設備も様々で、思うよ

うにはいきません。今では法人化の話はほとんどしなくなっていますが、この先、法

人化に向けて考える時期ではないかと思っています。実現すれば、人手不足も大き

く改善され、いろんな問題も少しは少なくなってくると歓心します。 

 以前、先に法人化されたところの事例報告会に参加したことがありますが、以前

と今では少し変わっていると思われますので、最近法人化された組合の事例を聞く

機会をつくってもらいたいが、いかがでしょうか。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えをいたします。 

 地域で農地を守る集落営農組織は、地域での農業形態を維持していくためにも支

援を続けていく必要があると考えます。 

 現在、集落営農については、一つの組織が法人設立されていることについては、も

うご存じのことかと思います。 

 町としましても、モデル組織として関係団体と共に側面支援を行っているところ

でございますが、現状としまして、まだまだ任意団体の域を超えていないという状

況です。 

 その一つの要因としまして、高収益農業を取り入れるなどの複合経営に取り組ま

れず、依然として米、麦、大豆の土地利用型農業のままであるということが考えられ

ます。 

 このことにつきまして、朝倉地域担い手産地育成協議会において、今年集落への

組織が法人化をしているところを対象に、経営の安定と後継者育成を実践する農業

法人の先進事例、これを紹介して、集落営農法人の永続的発展につなげることを目

的に、連絡会のほうを計画しております。 

 また、併せてこの協議会では、この先水田農業の省力化や、経営力強化が期待され

るドローンなどのスマート農業技術について、研究会を随時開催しており、興味が

ある営農組織のほうも参加をいたしまして、省力化による人手不足解消へ向けた取

り組みを進めています。 

 先ほど議員がおっしゃられました先進組合法人の事例紹介につきましては、この

協議会で、法人化に興味がある営農組織を対象に実施ができないかということで提

案したいと考えます。 

 なお、法人化に向けた支援につきましては、普及センター等の関係機関と連携し、

引き続き支援を行っていくところでございます。 

 それから、後継者の対策といたしましては、法人化支援とは別に、関係機関とこれ

も連携しまして、町内全域の３０代、４０代の若手農業者７２名、この７２名のカウ

ンセリングを本年度から始めています。 

 若手農業者が抱える経営上の課題を把握し、その中から経営発展の意欲が高い農

家に対して経営計画策定及び実践に向けた支援を行い、町農業の核となる担い手を

育成してまいるところでございます。 

 このような後継者の対策も併せて行い、筑前町農業を未来へつないでいきたいと

考えるところでございます。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  どこの集落も同じような問題を考えておられると思いますので、今後しっかりと

議論を重ねていくためにも、よろしくお願いいたします。 
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 次に、これも法人化の中に入れていきたいと思います。 

先般、水稲の防除を行うために無人ヘリを貨物自動車に載せて移動している際、

朝倉署の警察官から、登録車以外の車に載せたとして警告を受けています。今まで

ほとんどなかったことですが、今後は農業者への風当たりが強くなるのが予測され

ます。 

 ９月に入りますと稲刈りも始まり、トラクターやコンバインに乗る機会が多くな

ります。幅が１７０センチを超えますと、農耕用大型免許、台車に載せれば牽引免許

が必要になってきます。今後は警告では済まなくなっていきそうです。 

 まだまだ免許を持たないで運転をされています。免許を取るための講習会を町が

率先して情報を出してもらえないか、お尋ねします。 

 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 大変重要な案件だろうと思います。大型特殊自動車及び牽引の講習会は町では行

っておりませんが、福岡県が、毎年、隣の筑紫野市の福岡県農業大学校で研修を実施

しています。 

 内容は、農業大学校での練習、免許試験場コースの下見、そして本番の受験という

ことで、４日間の日程で、年間大特が２０回、牽引が５回の回数で組まれておりま

す。情報が入ればお知らせしていきたいと考えます。ぜひこちらのほうをご利用い

ただきたいと思います。 

 そして、町では講習会のほうは開いておりませんが、免許取得の費用を筑前町水

田協で助成しております。オペレーターの育成を目的に、一人２万円を上限に助成

をしています。 

 ちなみに昨年度は大特が２４人、牽引が３人の対象者がおられます。 

 今年度から大特、牽引に加えてさらにドローンの免許取得の助成も加わるように

なっております。 

 間もなくお手元に農家用のチラシが各農家に行くかと思います。全農家へ配布予

定で、産地交付金のお知らせと、あと先ほど言いましたオペレーター育成助成とい

うことで、こちらに大特、牽引、ドローンが加わりましたよということで、農家へ案

内がもう間もなくお手元に届くかと思います。 

 これからもこういうふうに積極的に周知をしていきたいと考えます。こちらのほ

うも、ぜひご活用いただきたいと考える次第でございます。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  これから先、我が町から無免許運転者を出さないためにもしっかりと取り組んで

いただきますようお願いしまして、次の質問に移ります。 

 我が町では水田の暗渠排水が進み、畑作物の作付に非常によい結果をもたらして

います。麦に至っては、ここ数年来、豊作と言っても過言ではないと思われます。 

 しかし、皮肉にも大麦に至っては販売能力以上にとれて、価格の下落につながり、

作付の変更を余儀なくされそうです。 

 しかし、今年の夏、長雨で遅く作付された圃場では、大部分が生育不良ですが、暗

渠排水の通ったところはしっかり根づいています。本当に暗渠排水の効果は大だと

思っています。 

 しかし、数年もすれば効果が薄れてきます。現に数年前に施工されたところは水

の出は悪くなったという人もおられます。今後、排水管の掃除をすれば、施工時のよ

うに水の出がよくなると聞いています。 

 我が町でも取り組んでもらって助成する方法があればお願いします。 
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 議  長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えをいたします。 

 暗渠排水は水田の土の中に地中管を埋設し、排水完全化する施設で、今まで町も

県などの補助事業を使い整備を進めてきました。現在も県が実施主体の事業に取り

組んでおり、５年計画の４年目を迎えているところです。 

 水田の乾田化により、農産物の生産、特に麦、大豆への生産に大いに貢献をしてい

ると思っております。 

 事業後の埋設した地中管は、当然のことながら田んぼの一部ということで個人所

有の財産となり、農家の維持管理の範疇として農家の皆さんが管内の清掃を定期的

に行っておるところでございます。 

 言われます暗渠目詰まりの除去につきましては、熊本県農業研究センターのほう

が、誰でも簡単、短時間、低コストで行う暗渠洗浄技術を開発しているということ

で、議員のほうからもお聞きをいたしました。 

 この洗浄技術を利用して、例えば、農家手持ちの動力噴霧器を使い、農家自ら除去

作業を行えば、作業経費が安価で済みますし、日当、動力噴霧器のリース代、洗管ノ

ズル購入費は、経費として多面的機能支払交付金の対象になります。地域で農地を

守っていくというこの交付金の趣旨に沿って取り組んでいただければと考える次第

でございます。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  ただいま課長から言われたとおり、今後参考にしていきたいと思いますので、そ

のときはよろしくお願いをしまして、次の質問に移ります。 

 昭和の代に農地の区画整理が行われました。それに伴い取付け道路も整備されま

したが、年月も経ち、くぼみが目立ち始めています。車はどうにか通行をされます

が、自転車で夜間通行するのは危険なところがあります。前に、大きな穴が空いてい

る中に水田から出た石が投げ込まれていました。大きな事故につながりかねません。

すぐに建設課によって応急処置をしてもらいました。事なきを得ました。また、橋の

際のくぼみがひどいところがあります。何か所もありますので、点検し、早急に対応

をお願いしたい。よろしくお願いします。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 区画整理いわゆる圃場整備が完了しまして、約四、五十年ほど経っております。圃

場整備のときに圃場以外の道路につきましても同時に整備されております。整備後、

未舗装であった道路につきましても、随時舗装も実施されておりまして、現在ほと

んどの道路については町道も認定をしております。舗装もされております。 

 しかしながら、圃場整備以降かなりの年月が経っておりますので、舗装のほとん

どが従来のままの状態であると。近年では災害や農業の機械の大型化等もあり、傷

んだり、ポットホールいわゆる穴が空いたりしているところも見受けられます。 

 町もそのような道路の傷んだ箇所等あれば、地元要望や住民の方々からの情報提

供や毎週の巡回パトロール等で、発見次第、直営や業者委託による補修等も行って

おります。 

 情報提供の依頼については、隅々までの確認も限度がございますので、区長会を

通じ、交通安全施設の不具合の報告と併せて、道路のポットホールいわゆる穴ほげ

等々を、通行上危険な箇所等の報告もお願いをさせていただいております。 

 実際にも情報提供をいただいた折には、その都度現場を確認し、補修も行ってお

ります。圃場整備内の道路につきましても、利用者も限られておりますけれども、特
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に危険な箇所等を発見されれば、事故の原因にもつながりますので、同様に補修を

行っております。 

 建設課で取り組んでいる道路事業の舗装はほとんどが単独事業でございます。そ

のために財政的にも限度がございますが、事故のないよう地元のご理解とご協力を

いただきながら、引き続き地域の安全のために改善を図っていきたいと考えており

ます。 

 特に先ほど申し上げましたように、細部までの確認は限度がございますので、区

の方々にも情報提供をいただきながら事故防止に進めてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  今後も、見回りを多くされまして、危険な箇所の補修をされますようよろしくお

願いいたします。 

 次に、７月の総務建設常任委員会により、水路や危険な箇所の見回り、確認を行い

ましたが、皆さんが一番驚いたのは、ため池の洪水はけの下に住宅が建っていて非

常に危険だと感じたことです。課は違いますが、確認申請が出されたとき、しっかり

点検してもらいたいと思います。 

 本来は国道の下を通る水路の暗渠は相当以前に施工されたものであり、現在、地

球の温暖化により想像以上の雨が降り、暗渠の幅が狭いためにその都度上流が冠水

し、そのあふれた水が対面の水田に流れ込み、のり面の崩落につながっています。崩

落した土砂が水田に流れ込んで、耕作者が困っています。こういう箇所が何か所か

あります。国及び県の管理であり、要望も非常に難しい点もあるかもしれませんが、

度重なる水害がなくなるようしっかりと取り組んでもらいたいが、見解をお願いし

ます。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 町内の国県道につきましては、道路を横断する水路が多数ございます。そのほと

んどが、道路が整備された当初から改修されていない状況でもございます。中には

石積みの水路も存在しておりますし、様々な被害も発生をいたしております。 

 実際には、松延本村区内では平成３０年度に石積みの排水路の老朽化による国道

３８６号の陥没、あるいは接続する町道の浸水等の被害も発生しております。 

 本年度には同じく松延本村区の国道並びに依井区内の県道福岡日田線におきまし

ても、草刈り後の草や稲わら等の詰まりによる水路上流の冠水被害も出ております。 

 近年の大雨には、浸水情報や改修要望も地元のほうより多数寄せられております。 

 しかしながら、国県道を横断する水路につきましては、分筆や占有といった手続

はされておらず、その管理が地元なのか県なのか不明瞭な状態でもございます。 

 そのような中、横断水路部における浸水等の事案が発生した場合につきましては、

町及び県土事務所、または地元を含めて協議をさせていただいております。暗渠内

の洗浄を行うなどの対応も行っておるところでもございます。 

 また、県土事務所におきましても、松延本村への説明を行いまして、横断水路の改

修準備を行うなど、計画的に改修も進められているところでもございます。 

 今後におきましても、県土事務所と町とで協力し合って、水路横断の正常な管理

に進めてまいりたいと思いますし、被害のないよう県に対して働きかけも行ってま

いりたいと思います。 

 地元におかれましても、詰まりの原因となります堰板とか肥料袋などや草刈り後

の草やわら等々を水路に流さない取り組みや、例えば大ダムの手前でスクリーンを
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設置していただくなど、適正な管理に努めていただくように併せてご理解とご協力

のほどもよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  先にも申しましたように、国、県の管理でありますのでなかなか難しい点もあろ

うかと思いますが、しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

 次に、近年、相次ぐ大雨による被害が多方面に及んでいることは非常に心配する

ところであります。また、特に山麓線バイパスの土砂崩れによる通行止めが毎年起

きています。本年も、道路への土砂の流入により、車１台が巻き添えになっていまし

た。土地の状態が悪いといえども、このまま何もしなければ今後大きな事故につな

がりかねません。 

 全体工事を早急に行い、みんなが安心して通れるようお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 議  長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 山麓線の工事につきまして、災害につきましては県の事業になりますので、お聞

きした範囲でのお答えということになります。 

 平成３０年度に被災したところについては、８月のお盆前にはもう既に開通をさ

せております。工事も終わっております。 

 しかしながら、昨年度も近くの現場で同じく大きなのり面の崩落がありまして、

今現在、片側通行になっております。 

 今年度も、経過観察でありましたけれども、同じく同じようなところが、今年８月

の大雨でのり面が崩落をしております。 

 しかしながら、迅速な対応によりまして、県も８月いっぱいには全て応急工事も

終わりまして、今の状態になっております。時間に関しても、本来であれば２分３０

秒の一方通行、片側通行でありましたけども、１分５０秒という形で制限も緩和さ

れております。 

 しかしながら、その影響で、当然、栗田方面、県道に入りまして、集落内を迂回す

る車も多少増えております。そういったところがないように、県も一生懸命ご尽力

をしていただいて早期復旧をされておりますけれども、何せ補助事業でやるという

ふうに聞いておりますので、恐らく今の状態が１年以上は続くのではないかという

ふうに考えております。 

 しかしながら、早めの復旧を町としても望んでおりますので、早期復旧を県のほ

うにもお願いをしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  それが原因で、集落への車の乗り入れが多くなり、度々危険な目に遭っています。 

 先日、他方から来た車が一時停止することもなく、相当なスピードで通り抜けま

した。幸いにも事故にはなりませんでしたが、地元の人たちがしっかり気をつけて

いても危険な状態です。原因として、道路上ペンキの標示が薄くなって見落として

いるのも一因かもしれません。はっきり分かるように、しっかりとした標示をすべ

きと思うが、また、事故の多い交差点には幾つかの原因もあるかと思います。それを

しっかり点検してもらいたいが、どう思われましょうか。 

 議  長  建設課 

 建設課長  お答えいたします。 

 ご質問の区画線につきましては、昨年９月議会でも同じく河内議員のほうからも
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同様なご質問をいただいております。その折に町の対応等も回答させていただいて

おりますので、回答も重複するかもしれませんがよろしくお願いいたします。 

 町の交通安全対策につきましても、毎年交付金を活用しまして、カーブミラー等々

の安全対策を行っております。 

 しかしながら、区画線は議員ご承知のように永久的なものではなく、特に車両が

頻繁に往来する道路につきましては、新設、更新後に数年で消えたり見えにくくな

ったりいたします。そのため、耐用年数も明確にはお答えできないところでもござ

います。 

 区画整理は、議員ご承知のとおり管理区分というのがございます。町道部の例え

ば白線、中央線なり外側線や交差点手前、あるいは交差点ありなどの標示など、注意

喚起に伴うものについては町のほうになります。 

 しかしながら、交通規制に伴う標示、例えば停止線、止まれの文字、あるいは横断

歩道、黄色の中央線等々の路面標示については、公安委員会の所管ということにな

っております。 

 国県道分についても同様で、国、県または公安の所管でございます。 

 施工につきましても、例えば町発注の区画線工事で、周辺に町管理以外の更新箇

所等あれば、関係機関と協議のうえ、町も更新を行う場合もございます。 

 毎年、地元のほうからも、要望も数多くいただいております。町も毎年地元要望や

交通量も多く事故の危険性が高い道路、あるいは通学路の危険箇所の点検結果等も

踏まえ対策を行っておりますが、町も、町内隅々まで確認あるいは予算も限度がご

ざいますし、区画線以外でも緊急に対応等を講じる箇所もございまして、全て改善

に至っていないのが実情でございます。 

 今後、地元のほうから、危険性もあり早急に対応する箇所等、ご要望や情報提供い

ただければ、早期対応も必要であるというふうに考えております。 

 町以外の箇所等もありましたら、町のほうからも各管理者へのほうへ連絡をさせ

ていただいております。 

 区画線も、路面にペイントする施工が一般的な手法でありますけれども、引き続

き施工事例も参考にしながら事故防止につながるような標示の仕方、危険性の高い

交差点標示についても、例えば交差点の手前でドライバーがより視認できるよう工

夫や研究をしながら、地元や関係機関と連携しながら地域の交通安全対策を講じて

まいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  一週間の間に２回も事故があった交差点もあります。危険な箇所は早急に点検し

て、対応をお願いしたいと思います。 

 今回、農業関係、交通安全関係の質問をいたしましたが、何か町長の思いがあられ

ましたら、お尋ねいたします。 

 議  長  田頭町長 

 町  長  お答えいたします。 

 議員が今日質問されたこと全てが、やはり重要な案件だと認識しております。 

 と同時に、県のほうもかなりの要望案件を抱えておられます。 

 私も、県土整備事務所長等々と話す場合に、どこが優先なんだと、はっきり町のほ

うでも方向性を示してくれよと、そういった意見も伺ったところでございます。 

 そういった中で、私も県の町村の理事もしておりますので、そして広域圏として

も、直接知事あるいは県土整備部長に路線の要望をする機会がございます。ここ３

年間は１か所だけ要望してくれと、そのように言われるものですから、災害時には
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まず曽根田川、草場川、山家川の浚渫工事をやってほしいと、そのことを強く要望い

たしました。 

 そしてその次には、３８６号のバイパス、あそこの上高場の接続、これを何として

でも急いでくださいと、そのことをお願いいたしました。 

 そして昨年は、山麓線の復旧工場を何がともあれ急いでほしいということであり

ますけれども、予算のことはありますがやはり技術的になかなか困難な部分がある

ということで、この路線の復旧については時間がかかるということでもございます。 

 それと今年の分につきましては、先ほどから出ております篠隈線の歩道整備、こ

の件について進捗をお願いしたいと、そのことを伝えているところでございます。 

 それぞれ全てが重要でありますけれども、そういった絞り込みをやりながらも、

要望活動を続けていきたいと考えております。 

 よろしくお願い申し上げます。 

 議  長  持山議員 

 持山議員  今後ともしっかり頑張っていただくことを、お願いをいたしまして私の質問を終

わります。 

 議  長  これで、３番 持山 幸議員の一般質問を終わります。 

 散  会  

 議  長  これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

（１４：５９） 

 


